


 

 

  はじめに 

 

 これまで高岡市では、豊かな自然を活かしながら、伝統的な町並みの保存や個性的で

風格のあるまちづくりに取り組んでまいりました。 

 平成 16年に景観法が施行され、本市が平成 18年７月に景観法に基づく景観行政団

体になったことに伴い、景観法の仕組みや支援措置等を活用して、本市の景観づくりを

進めていくため、平成 21年３月に「高岡市景観計画」を策定し、平成 21年 11月に

景観形成重点地区の指定による変更を行い、現在に至っております。 

 本計画は、高岡市の持つ伝統、文化、風土などの優れた地域特性を活かし、市民・事

業者・専門家・行政がそれぞれの立場を明確にして役割を分担し、効果的かつ具体的な

景観づくりに協働で取り組むことで、魅力ある景観づくりを進めていくよう、景観に関

する基本方針や施策を明らかにしたものです。 

 また、高速交通網や北陸新幹線の整備、近世高岡の文化遺産群の保存などが進む中、

都市の変化と時代の潮流に対応していくためにも、本計画の果たす役割が重要であると

考えております。 

 おわりに、本計画の策定及び変更にあたり、熱心にご審議いただいた高岡市景観計画

策定委員会や景観審議会の委員の方々をはじめ、貴重なご意見やアンケートにご協力い

ただいた多くの市民の皆様に対しまして、厚くお礼申し上げるとともに、この計画の推

進に一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 平成 29年３月 

 

                   高岡市長  髙橋 正樹 
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第１章 高岡市の概況 

第１章 高岡市の概況 

 

１－１ 高岡市の現況 

（１）位置と地勢 

高岡市は、富山県の北西部に位置し、北は氷見市、南は砺波市、東は射水市、

北西は石川県宝達志水町・津幡町、南西は小矢部市に接しています。 

市域は、東西約 24.5km、南北約 19.2km、面積は 209.57k ㎡で、富山県

全体の面積の約５％を占めています。 

市内の西側は山間地域で二上山とこれに連なる西山丘陵があり、東側は庄川・

小矢部川によって形成された平野部は扇状地であり、良質の地下水が豊富です。

また北東側は富山湾に面するなど、深緑と清らかな水に包まれ、四季折々に変化

する豊かな自然に恵まれています。 

気候は四季の変化が割合にはっきりしており、冬季には北西の強い季節風が吹

き北アルプスの影響を受けて降雪量が多いものの、年間平均気温は 14℃前後と

比較的温暖な気候となっています。 
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（２）人口・世帯数 

昭和 60 年で 188,006 人であった高岡市（旧福岡町含む）の総人口は、以後

年々減少しており、平成 2７年では 172,125 人と、30 年間で約 16 千人減少

しています。 

一方、世帯数は、昭和 60 年以降、年々増加しており、平成 27 年では 63,814

世帯となっています。 

一世帯当たりの人員は、昭和 60 年の 3.75 人から、平成 27 年の 2.70 人と

減少しており、核家族化の進行がうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 
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（３）都市の変化要因と時代の潮流 

近世高岡の文化遺産群の保存など、高岡市を取り巻く都市の変化要因や高岡市

が取り組んでいる事象等を整理します。 

 

１）近世高岡の文化遺産群の保存 

【高岡市の取り組み】 

高岡市は富山県と共同で、世界文化遺産登録を目指しています。平成１８年度の文化

庁の公募に応じて、「近世高岡の文化遺産群」（瑞龍寺・勝興寺・前田利長墓所・高岡城

跡）を内容とした提案書を提出し、文化審議会世界遺産特別委員会による審議の結果、

継続審議となり、再度、資産構成を見直して平成１９年１２月に、提案書を再提出する

など世界文化遺産の登録に向けた取組みを進めています。 

 

【資産名称・概要】 

資産の名称： 近世高岡の文化遺産群 

資産の概要： 

高岡は城下町を基盤として、宗教的要素を取り入れながら商工業都市へと転換する近

世都市の形成と発展過程を物語る資産が良好に保存されている。そして、文化遺産群を

護り伝える思想が、藩主から町民、そして市民へと確実に受け継がれており、我が国に

おける都市の成立と発展の過程を世界に立証する典型的な文化遺産群である。 

 

◆資産の構成（２２件） 

①城下町の遺産群（７件）：「高岡城跡」、「木舟城跡」、「武田家住宅」、「氣多神社」、「有

礒正八幡宮」、「高岡関野神社」、「守山城跡」 

②宗教関係の遺産群（９件）：「勝興寺」、「瑞龍寺」、「前田利長墓所」、「瑞龍寺の石廟」、

「瑞龍寺境内地」、「八丁道」、「勝興寺境内地」、「五福町神明社本殿」、「大手町神明

社拝殿」 

③商工業都市の遺産群（６件）：「山町筋－菅野家住宅、井波屋仏壇店、筏井家住宅、

旧室崎家住宅」、「金屋町」、「佐野家住宅（主屋）」、「清都酒造場主屋」、「旧南部鋳

造所（キュポラ・煙突）」、「銅造阿弥陀如来坐像」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勝興寺 

前田利長墓所 

瑞龍寺 

高岡城跡 

勝興寺 瑞龍寺 高岡城跡 前田利長墓所 
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２）北陸新幹線新高岡駅の整備 

【整備計画の概要】 

北陸新幹線新高岡駅は、富山県西部の玄関口として地域の発展に大きな波及効果があ

ると期待されており、JR 城端線新高岡駅とともに平成 27 年 3 月に開業しました。 

駅周辺整備に関しては、平成１２年度、「都市整備ビジョン」において、高岡市中央

地域（現高岡駅と新高岡駅を含むエリア）の広域的な位置づけとまちづくりの基本方針

を策定するとともに、平成 16 年度に「北陸新幹線新高岡駅周辺整備計画」、平成 18

年度に「北陸新幹線新高岡駅周辺まちづくり計画」を策定しています。 

 

【北陸新幹線新高岡駅（仮称）周辺まちづくり計画】 

北陸新幹線新高岡駅周辺まちづくり計画は、平成16年度に策定した周辺整備計画（整

備目標、周辺整備の基本的考え方、整備方針、都市施設等の必要規模・配置、実現化に

向けた基本的な考え方等）を踏まえ、以下の事項について整理したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「新高岡駅周辺まちづくり計画の策定」 

②「新幹線駅舎デザイン及び周辺景観検討」 

③「ＪＲ城端線新高岡駅の設置に係る検討」 

まちづくりの目標 

新たな時代に向けた県西部地域 

並びに飛騨・能登地域の 

にぎわいと交流拠点づくり 

まちづくりの基本理念 
１）新たなターミナルとしての利便性を活かし

たまちづくり 

・ 新高岡駅周辺は県西部地域並びに飛

騨・能登地域の玄関口として交通結節

機能を担う地域であることから、その

利便性を活かしたまちづくりを行う。 

・ 来訪者の滞留と回遊を促すために、観

光情報機能等の導入など乗り換え以

外の面での利便性を強化する。 

２）新幹線開業効果を活かしたまちづくり 

・ 新幹線の開業により往来が拡大し、広

域から来訪する人々の増加が期待で

きる。この来訪者には、県西部地域並

びに飛騨・能登地域の歴史や文化のみ

ならず、都市として地域の魅力や活力

を伝え、好印象を抱いてもらうため、

新幹線の開業を機に、にぎわいを生み

だすまちづくりを推進する。 

新高岡駅周辺の状況 

新高岡駅（北部から望む） 新高岡駅（南部から望む） 
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３）能越自動車道 福岡ＩＣ・高岡ＩＣ・高岡北ＩＣ、北陸自動車道 高岡砺波スマー

トＩＣ周辺の整備 

【能越自動車道の概要】 

能越自動車道は、石川県輪島市を起点として七尾市、氷見市、高岡市などを通過し、

小矢部砺波ＪＣＴに至る延長約 117km の高規格幹線道路であって、小矢部砺波ＪＣＴ

で既存の北陸自動車道、東海北陸自動車道と連結することで、富山県北西部及び能登地

域と東京、名古屋、大阪を中心とする三大都市圏との交流を深め、富山県などの産業、

経済、文化の発展等に寄与する道路です。 

平成 16 年６月には、高岡北ＩＣから高岡ＩＣまでの延長約 4.5km が開通し、平成

19 年４月に氷見ＩＣから高岡北ＩＣまでの延長約 11.2km が開通するなど、整備が進

められています。 

●小矢部砺波ＪＣＴ ～  福岡ＩＣ（６．９km） 平成  ８年 ３月 開通 

●福岡ＩＣ     ～  高岡ＩＣ（６．８km） 平成１２年 ７月 開通 

●高岡ＩＣ     ～  高岡北ＩＣ （４．５km） 平成１６年 ６月 開通 

●高岡北ＩＣ    ～  氷見ＩＣ（１１．2 km） 平成 19 年 ４月 開通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北陸自動車道の概要】 

北陸自動車道は、新潟県新潟市江南区の新潟中央 JCT から滋賀県米原市の米原 JCT

へ至る高速道路（高速自動車国道）です。 

平成２７年３月には、小杉ＩＣと砺波ＩＣの間に高岡砺波スマートＩＣが開通し、「北

陸新幹線新高岡駅」や「砺波ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ公園」へは約 10 分、また、高岡市中心市街地へ

も約 15 分でアクセス可能となるなど、アクセス性が飛躍的に向上しました。今後は、

県西部地域にとどまらず、飛越能地域に至る広域的な交流の促進、産業・観光等の活性

化が大いに期待されます。 

●高岡砺波スマートＩＣ 平成 27 年３月 開通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高岡ＩＣ 高岡北ＩＣ 

高岡砺波スマートＩＣ 
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４）伏木港による環日本海の交流 

【伏木港の概要】 

伏木港は、日本海沿岸の中央部富山湾の西側に位置し、古くは万葉の頃から沿岸交易

の要港として栄えてきた小矢部川の河口港であり、大正から昭和にかけて大改修が行わ

れています。 

近年では、船舶の大型化に対応するため外港地区の開発を行い、平成 10 年度に－10

ｍ岸壁１バース、－7.5ｍ岸壁１バースが供用を開始し、さらに平成 18 年３月には－

14ｍ（暫定－12ｍ）岸壁１バースが供用を開始しています。また、平成 21 年８月に

は、伏木外港から小矢部川を通過する伏木万葉大橋が供用され、物流機能が向上しまし

た。 

現在も５万５千トン級の貨物船や国際フェリー・RORO 船、クルーズ客船の拠点機能

を発揮するための各種施設整備や港湾機能の拡充が図られています。 

日本海側有数の良港である伏木港の更なる整備によって、対岸諸国をはじめとする環

日本海交流におけるゲートウェイとして益々重要な役割を果たすことが期待されると

ともに、環日本海の玄関口となる伏木港は北陸自動車道を通じて関東・関西・中京の三

大都市圏とも高速自動車道で結ばれており、これまで以上に伏木港を利活用した物流・

人流が活性化され、高岡市の位置付けはさらに重要なものになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伏木外港 

伏木万葉大橋 
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１－２ 上位・関連計画 

（１）上位計画の概要 

上位計画として、富山県景観条例、富山県屋外広告物条例、高岡市総合計画の

概要を整理します。 

 

１）富山県景観条例（平成 15年４月１日 施行） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総 則 

（第１条～第７条） 

●基本理念（第３条） 
・景観づくりは、優れた景観が県民にとって貴重な財産である
ことにかんがみ、優れた景観が次代に適切に継承されること
を旨として、行われなければならない。  

・景観づくりは、本県のかけがえのない美しく豊かな自然を守
り、地域の歴史、文化等の個性を生かし、水と緑で彩られ、
魅力あふれる景観を創ることを旨として、行われなければな
らない。  

・景観づくりは、県民の景観づくりの心を基本として、県民の
主体的かつ積極的な取組を通じて、行われなければならない。 

・景観づくりは、景観が人の社会的経済的活動の展開の中で形
成されていくものであることにかんがみ、県、市町村、県民
及び事業者の適切な役割分担並びに相互の連携及び協力の下
に、継続して推進されなければならない。  

景観づくりの基本方針等 

（第８条～第 11条） 

 

●景観づくりの基本方針 

●景観づくりに関する施策の連携 

●市町村の施策等との連携 

●市町村等に対する支援等 

景観づくりの推進に関する施策 

（第 12条～第 40条） 

 

●県民等の活動による景観づくり 
県民等の参加の促進、景観づくり住民協定、特定事業者景観
づくり協定 

●水と緑とふるさとの景観づくり 
水辺の景観づくり,花と緑による景観づくり,水辺の景観づく
り等の指針,ふるさとの記念物の指定,ふるさとの記念物保存 

●公共事業及び大規模行為の景観づくり 
公共事業等における配慮,公共事業の景観づくり指針,公共事
業の景観づくり指針への適合等,大規模行為の景観づくり基
準,大規模行為の景観づくり基準への適合,大規模行為の届
出,指導又は助言等、国等が行う大規模行為 

●重点地域の指定等による景観づくり 
景観づくり重点地域の指定,重点地域基本計画,重点地域の指
定等の手続,特定行為の景観づくり基準,ふるさと眺望点指定 

富山県景観審議会 

（第 41条・第 42条） 

 

●設置及び所掌事務 

●組織等 

項 目 主な内容 

財政措置等 

（第 43条～第 46条） 

●財政上の措置等     ●顕彰 

●市町村条例との調整 

●県の責務      ●市町村の責務 

●県民の責務     ●事業者の責務 

罰則 

（第 47条・第 48条） 

●過料 

●両罰規定 
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２）富山県屋外広告物条例（平成 26 年７月１日 施行） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域による規制 ●禁止地域 原則、広告物の表示・設置を禁止する地域 

例＞伝建地区、住居専用地域、高速道路沿線 等 

※ 自家広告物については、規格等が一定の基準内の

広告物は、表示・設置することが可能 

●許可地域 市町村長の許可が必要な地域 

  例＞禁止地域以外の地域 

物件による規制 ●禁止物件 広告物の表示を禁止する物件 

  例＞橋、道路評価、歩道柵 等 

表示できない広告物の規制 ●禁止広告物 表示できない広告物 

  例＞著しく破損し、老朽化したもの、交通の安全を

阻害するもの 等 

違反広告物に対する措置 ●違反広告物に対して取ることができる措置 

  例＞措置命令（改修等の措置を命じる）、許可の取

り消し、除却命令、立ち入り検査 

項 目 主な内容 

屋外広告業者に対する規制 ●屋外広告業を営む者は、業務主任者を選任し、登録を

受ける必要がある。 
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３）高岡市総合計画（平成 28年 6 月 策定） 

①高岡市の課題 

● ものづくり産業の復興（製造業の低迷） 

本市は、製造業を中心とした「ものづくりのまち」ですが、一方で、製造業を取

り巻く状況は厳しく、産業経済活動のグローバル化によって新興国との競争が激化

し、生産拠点の海外移転などによる産業の空洞化や海外から廉価な商品が大量に輸

入されることによる競争力の低下などが懸念されています。また、円安や供給不足

による原材料の高騰、生産年齢人口の減少に伴う労働力人口の減少などの課題も浮

き彫りとなっています。 

さらに、製造業だけでなく雇用力のあるサービス産業、経済波及効果の高い観光

分野への展開が有効であり、本市の文化遺産や伝統工芸などの観光素材、北陸新幹

線など高速交通網を活用した広域観光の推進が求められています。 

● 若者世代が共感する活力創出（若者の流出） 

社会動態を見ると若者世代の転出超過が続いており、これは進学や就職が主な理

由として考えられ、女性の場合には、結婚や住宅購入も理由として挙げられ、子育

て世代の転出には、年少者の転出も伴います。 

急速な人口減少を抑制しつつ、人口減少下においても市民が安心して快適に暮ら

せる活力ある地域社会の維持が求められています。 

● 中心市街地のリノベーション（「たかまち」の空洞化） 

本市の中心市街地は、高岡駅を中心とする一帯の市街地であり、開町以来の歴

史・文化を受け継ぐとともに各時代における産業、行政の様々な都市機能を担って

きた、まさに「高岡の顔」として発展してきた地域です。 

一方で、居住人口の減少や空き家の増加、これらに伴うコミュニティの機能低下

に加え、商業地区が顧客・住民ニーズに十分対応できていないこと、大規模集客施

設の郊外立地などにより、中心市街地が果たしてきた交流拠点としての役割の低

下、知的好奇心を刺激し創造性を育む機能などが弱くなり、空洞化が進んでいます。 

これまでに培われてきた中心市街地としてのストックを最大限に活用し、新幹線

時代の新たな交流・創造拠点として生まれ変わっていくことが求められています。 

● 周辺市街地の躍動（地域の拠点性の弱体化） 

商業地区を中心に空き家が目立ち、若者の流出が進んでいるところもあり、各地

域の生活サービス拠点としての役割が弱くなりつつあります。 

長い年月、人が住み続けてきたという歴史や伝統を知り、課題解決に活かすこと

で、地域拠点として求心力を高めていくことが求められています。 

● 高岡駅・新高岡駅の相乗的利活用（交通結節機能の分散） 

新幹線駅である新高岡駅は、在来線駅である高岡駅より南に約 1.5km の地点に

設置されており、中心市街地として発展してきた高岡駅周辺と新たな交通結節点と

なる新高岡駅周辺との役割分担を明確にしていく必要があります。 

この 2 つの交通結節機能を活かし、新幹線開業による波及効果を最大限に活用し

ていくとともに、新たな交流・創造の姿を描いていくことが求められています。 

● 地域力の再構築（地域のつながりの希薄化） 

急速に進む少子化や強固な地縁を嫌う若者の流出といった社会環境の変化によ

って地域のつながりが弱まってきており、伝統文化の担い手の確保、子育て支援や

地域における教育、防犯や防災といった「共助」が難しくなりつつあります。 

本市の産業や文化の広がりを担う各地域が、各々の地域資源を磨き、これからの

コミュニティのあり方を模索していくことが求められています。 
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②土地利用と都市構造の考え方 

 ・土地利用の考え方 

土地利用については、都市的土地利用と農業的土地利用、自然的土地利用の３つ

に区分し、それぞれの調和を図りながら、地域の特性に配慮して計画的に行います。 

・都市構造の考え方 

本市は、昭和・平成の合併を経て、固有の文化を持つ複数の市街地が存在してお

り、それぞれの外側に農業・自然地域が広がる都市構造となっています。 

人口減少や少子高齢化が進行していく中、本市の成り立ちや都市基盤整備状況等

を踏まえつつ、各地域の特性に応じた都市機能や居住機能をそれぞれの市街地内に

誘導するとともに、それらを公共交通等で結ぶ「コンパクト・アンド・ネットワー

ク」のまちづくりに取り組み、機能性、安全性、利便性の高い持続可能な都市づく

りを目指します。 

 

土地利用概念図 
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 ③施策の大綱とめざすまちの姿実現のための基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
現在、策定中のため、策定後記載 

【文化財の保存活用】 

文化財や郷土の歴史に関する資料収集や調査などに努め、それらを守り、育て、次

世代へ継承していくことを通じて、郷土愛の醸成を図ります。また、市民が主体的に

歴史や文化財の保存・活用の活動に参加できる環境づくりを推進し、観光の振興や歴

史文化を活かしたまちづくりを進めます。 

【歴史的風致の保全活用】 

歴史的・伝統的な町並みの保存・保全や町並みに調和した道路空間の整備と一体で

工芸技術や祭礼・年中行事の保存・継承を図り、歴史と伝統を活かした環境づくりを

進め、歴史的風致の保全・活用に努めます。 

まちの将来像：豊かな自然と歴史・文化につつまれ 人と人がつながる 

市民創造都市 高岡 

1 ものづくり産業が時代の流れに対応し、活性化している 

め
ざ
す
ま
ち
の
姿 

２ 水・緑・食が豊かで暮らしにうるおいがある 

３ 世代を超えて受け継がれてきた歴史資産が大切に継承され、輝いている 

４ 暮らしの中に万葉と前田家ゆかりの文化が息づいている 

５ 高岡の魅力を積極的に発信し、たくさんの人が訪れるようになっている 

６ 生活の利便性が向上し、市街地に人が行き交いにぎわっている 

７ 交通ネットワークを活かし、県西部の中核的役割を果たしている 

15 安全で快適な生活を送っている 

【良好な都市景観の創出】 

高岡の歴史、文化、風土を活かした、美しい都市景観の形成に努めるとともに、市

民の積極的な参加と意識高揚を図ります。 

16 その人らしさが尊重され、お互いに助け合いながら幸せに暮らしている 

11 いつでも気軽にスポーツを楽しんでいる 

12 誰もが生き生きと自立して暮らしている 

13 健康的な生活を送り、必要な時に適切な医療を受けられる 

10 いくつになっても興味あることを気軽に学べている 

８ 安心と希望、ゆとりをもって子育てを楽しんでいる 

９ 教育を通じて個性を磨き、生きる力を高め合っている 

17 市役所が市民に信頼され、責任を持って取り組んでいる 

14 地域の人々の手で環境が守られている 
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（２）関連計画の概要 

関連計画として、旧計画である高岡市都市景観形成基本計画及び福岡町景観づ

くり基本計画の概要を整理します。 

 

１）高岡市都市景観形成基本計画（平成３年３月） 

①都市景観形成の基本方針 

本計画では、都市景観形成の基本理念と基本理念に基づく基本方針を、以下の

通り示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市景観形成の基本理念 
歴史・伝統と近代性が調和した風格のある美しい高岡 

都市景観形成の基本方針 

Ⅰ）固有の自然や風土を守り、 

育てる 

１）二上山など丘陵地の緑地景観を守り、育てる 

２）雨晴海岸や河川などの水辺景観を守り、育てる 

３）集落地や山麓の景観を守り、育てる 

４）冬季の景観を演出する 

Ⅱ）特色ある歴史的景観や 

  伝統的文化を守り、活かす 

１）歴史的街並みを守り、活かす 

２）先人が遺した歴史的資産を守り、活かす 

３）伝統的な文化や祭・行事を守り、活かす 

Ⅲ）都市の快適性と魅力を 

高める景観をつくり、育てる 

１）都市活動を快適にする景観をつくり、育てる 

２）まちの顔や骨格となる景観をつくり、育てる 

３）培われたデザイン力と感性を景観整備に活かす 

４）夜間の景観を魅力アップする 

Ⅳ）ふるさとの景観をみんなで 

つくり、育てる 

１）行政が先導的役割を果たす 

２）市民・企業が高岡らしい景観をつくり継承する 

３）都市美化活動を推進する 
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②重点地区の選定 

本計画では、重点的に景観形成を進める地区を定めています。 

 

 

 

 

 

重点地区 重点地区の候補 選定視点 特性 

高岡市街地 

中心市街地商業地区 都市の顔 商業・業務 

駅南商業地区 都市の顔 商業・業務 

古城公園周辺地区 高岡の独自性 公園緑地、文化 

山町筋 高岡の独自性 歴史 

金屋町 高岡の独自性 歴史 

八丁道周辺地区 高岡の独自性 歴史 

美術館・文化ホール 

周辺地区 

新しい魅力 

市民の対象 

文化 

伏木 

市街地 

勝興寺周辺地区 高岡の独自性 歴史 

万葉歴史館周辺地区 高岡の独自性 歴史、文化 

伏木港周辺地区 新しい魅力 商業、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 

雨晴・ 

二上山 

雨晴海岸 高岡の独自性 自然、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 

二上山 高岡の独自性 自然、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 

南部 

地区 

戸出地区 日常の中心 地区商業地 

中田地区 日常の中心 地区商業地 

小矢部左岸 二上・城光寺地区 市民の対象 文化、スポーツ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点地区選定の考え方 

①都市の顔となる地区 ②高岡市の独自性を主張できる地区 ③高岡の新しい機能や魅力をつくる地区 

④広く市民の対象となる施設の立地地区 ⑤市民の日常生活の中心として関わりが深い地区 

中心市街地 

商業地区 

古城公園 

周辺地区 

美術館・文化ホ

ール周辺地区 

 
山町筋 

勝興寺 

周辺地区 

重点地区 

重点地区の絞込み 
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２）福岡町景観づくり基本計画（平成 16 年３月） 

①景観づくりの基本目標と基本方針 

本計画では、景観づくりの基本目標と基本方針を、以下の通り示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②景観づくりの基本計画 

福岡町の景観構造を踏まえ、計画単位別に景観づくりの将来イメージを設定し

ています。 

 計画単位 概要 将来イメージ 

ゾ
ー
ン
景
観 

市街地景観ゾーン 用途地域に指定された市街地 周辺と調和した潤いある都市景観 

緑住湧水景観ゾーン 湧水とゆとりのある住宅地 ゆとりと潤いのある住宅地景観 

田園集落景観ゾーン 町域北部の良好な田園集落地 ふるさとを感じる田園集落地景観 

丘陵地景観ゾーン 町域北部の緑豊かな丘陵地 豊かな自然が息づく丘陵地景観 

景
観
軸 

広域幹線軸 周辺市町村と連絡する幹線道路 活気と潤いが感じられる道路景観 

都市幹線軸 町内の骨格を形成する道路 町民に愛される美しい道路景観 

シンボル軸 メインストリートとなる道路 福岡の顔にふさわしい道路景観 

歴史街道軸 歴史的な町並みの残る道路 福岡の伝統文化を感じる道路景観 

都市緑地軸 花や緑地が連続する道路 花と緑があふれる道路景観 

小矢部川環境軸 自然豊かな小矢部川 豊かな自然と調和した河川景観 

桜並木親水軸 沿川に桜並木が連続する河川 桜並木と調和した河川景観 

せせらぎ軸 上記以外の町内を流れる河川 町民の心を潤す身近な河川景観 

拠
点
景
観 

交通結節拠点 ＪＲ福岡駅 福岡の顔にふさわしい拠点景観 

エントランス拠点 福岡町の玄関となる地点 福岡をアピールする拠点景観 

歴史文化拠点 歴史文化の拠点 歴史と伝統を伝える拠点景観 

都市機能拠点 公共施設など人が集まる拠点 福岡の魅力を演出する拠点景観 

眺望点 平野部を見渡せる拠点 気軽にパノラマを楽しめる眺望点 

 

景観づくりの 

基本目標 
 

潤いあふれる 

自然と心に残る 

文化・伝統が 

息づくまち 福岡 

基本方針 １ 緑と水に恵まれた美しい自然景観の保全・育成 

 

基本方針 ２ 福岡独自の歴史的景観や伝統文化の継承 

基本方針 ３ うるおいと活気に満ちた魅力ある都市景観づくり 

基本方針 ４ みんなで協力して取り組む景観づくり 



 

 - 15 - 第１章 高岡市の概況 

   

第１章 高岡市の概況 

 

③計画の実現に向けて 

景観づくりを効果的に進めていくため、今後検討していく景観づくりの施策体

系を整理しています。 

 

 項 目 主な施策 

景観づくり 

基本計画 

事業の推進、制度の活用 
景観モデル事業の推進 

制度の活用、充実 

推進体制の充実 
住民参加の促進 

行政の組織体制の充実 

景観づくりの意識啓発 
住民に対する意識啓発 

庁内職員に対する意識啓発 

 

④重点整備地区の設定（４地区） 

特に重点的に景観整備に取り組む地区を設定し、景観整備のあり方について整

理しています。 

 

 

 

 

 

重点整備地区選定の考え方 

①福岡町のイメージアップに効果の高い地区 ②先行的整備が可能な地区 

③緊急に対応する必要性の高い地区 ④総合的に各種の施策が展開でき、モデルとして適した地区 

旧北陸街道 

周辺地区 

岸渡川 

周辺地区 

シンボルロード 

周辺地区 

国道８号 

周辺地区 

重点整備地区 
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第２章 計画の基本的な考え方 
 

２－１ 本計画の概要  

（１）本計画の構成 

本計画の構成は、次の９章からなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 高岡市の現況 

２ 上位・関連計画 

 

第 １ 章 

高 岡 市 の 概 況 

 

１ 本計画の概要         

２ 景観の捉え方 

 

第 ２ 章 

計 画 の 基 本 的 な 考 え 方 

 

 

１ 景観計画の区域 

 

第 ５ 章 

景 観 計 画 の 区 域 

 

１ 景観づくりの基準設定の考え方 

２ 届出対象行為        ３ 景観づくりの基準 

４ 景観形成重点地区等の設定 

５ 景観形成重点地区等の景観誘導の方向性 

６ 景観形成重点地区等 

第 ６ 章 

行為の制限に関する事項 

 

１ 景観重要建造物の指定の方針 

２ 景観重要樹木の指定の方針 

 

第 ７ 章 

景 観 重 要 建 造 物 ・ 

景観重要樹木の指定の方針 

１ 計画の実現に向けた役割 

２ 段階的な景観計画の充実・強化 

 

第９章 

計 画 の 実 現 に 向 け て 

 

１ 屋外広告物に関する事項  ２ 景観重要公共施設に関する事項 

３ 景観農業振興地域整備計画に関する事項 

４ 自然公園法の許可基準に関する事項 

第 ８ 章 

その他の良好な景観形成 

に 関 す る 事 項 

１ 景観特性の分類       ２ 分類別景観特性と課題 

３ 高岡市の景観特性のまとめ  ４ 市民意向の把握 

５ 優先的に取り組む課題の抽出 

第 ３ 章 

景 観 特 性 と 課 題 の 整 理 

 

 

１ 景観づくりの基本方針 

 

第 ４ 章 

景 観 づ く り の 基 本 方 針 
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第２章 景観計画の基本的な考え方  

第２章 計画の基本的な考え方 

 

（２）景観とは 

『景観』という言葉は、『景』と『観』から成り立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「景観」とは、見る人の価値基準によって差異があるものの、見る主体となる

人の目と心にうつる「地域の視覚的特性＝まちの個性」であると考えられます。 

また、「まちの個性」は目に見える色や形だけでなく、その土地の歴史、文化、

風土、都市活動や日常生活から生じる雰囲気、さらには水の流れる音や香りなど

人間の五感を通して感じるもの全てが深く関係します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）景観づくりの意義 

美しい、優れた「景観」は、都市全体のイメージを向上させ、住みつづけたい

と思う気持ちが高まるなど、市民のまちへの愛着を育みます。 

また、まちの魅力が高まることで訪れる人々が増え、地域社会の活性化にもつ

ながります。 

ただし、美しい、優れた「景観」は、短期間に形成されるものではなく、長い

時間の流れの中で、人々が守り、育てることによって徐々につくりあげられるも

のです。 

 

山、川、建物や樹木など目に見えるものに加え、視覚以外でとらえた、

人々が生活する空間的な存在や場面（音、匂いなど） 

 

  
見る人が感じる印象や価値観など、ものの見方や考え方 

 

 

景 

観 

観る『人』 

眺められる『もの』 

心の状態、観る人

の価値観によっ

て変化 

ものの良し悪し 

によって変化 
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第２章 景観計画の基本的な考え方  

第２章 計画の基本的な考え方 

 

（４）高岡市における景観施策の必要性と計画の目的 

平成 17年 11月１日、旧高岡市と旧福岡町との合併による新高岡市の誕生を

契機に、固有の歴史や伝統、文化、風土を活かした魅力ある都市づくりに向け、

新市としての総合的な景観施策の立案及び展開が求められています。 

また、高速交通網の整備等が進む中、県西部の中核都市として、また観光交流

拠点としても、高岡市の魅力ある都市空間を形成していく必要があります。 

さらに、景観法をはじめとする景観に対する市民の意識やニーズの高まりに応

じて、市民・事業者・行政が一体となって魅力ある景観づくりを進めていく必要

があります。 

以上のことを踏まえ、本計画は、高岡市の持つ伝統、文化、風土などの優れた

地域特性を活かし、市民・事業者・行政が一体となって魅力ある景観づくりを進

めていくために、景観に関する基本方針や施策を明らかにした「景観計画」を策

定することを目的とします。 

 

（５）計画の位置づけ 

景観計画は、景観法に基づいて策定する計画ですが、高岡市総合計画や旧高岡

市及び旧福岡町で策定した景観関連計画の内容にも即しながら策定します。 

 

 

【景観計画の位置づけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
屋外広告物法 
 

高
岡
市
総
合
計
画 

高岡市都市景観形成基本計画 

（平成３年３月） 

福岡町景観づくり基本計画 

（平成１６年３月） 

 

景 

観 

法 

高岡市景観計画 
高岡市の独自制度の創設 

（今後検討していくべきもの） 

＜例＞ 

・市民参加のまちづくり制度 

・優れた景観への表彰 

・意識啓発、情報提供、 

支援制度         等 

高岡市町並み保存・都市 

景観形成に関する条例 

（委任部分）・（自主部分） 

高岡市の景観まちづくり制度 

即す 

富山県屋外広告物条例 

（昭和２４年１１月） 

連携 

即す 



 

 - 19 - 

   

   

第２章 景観計画の基本的な考え方  

第２章 計画の基本的な考え方 

 

２－２ 景観の捉え方  

景観は、見る人の視点の位置、方向、場所、時間などの違いによって様々な見

え方をします。従って、景観の捉え方も様々ですが、一般的な景観の捉え方の概

要をまとめると次のようになります。 

 

（１）景観を構成する要素 

景観を構成する要素を自然・地形、歴史・文化、市街地、都市施設に分類して

整理します。 

 

分類 景観構成要素の意味 景観構成要素 

自然・地形 

からみた 

景観構成要素 

・高岡市の景観の骨格は、まず地形・水

系・緑などの自然的要素によって形成さ

れます。 

・高岡市の景観の特徴を把握するために

は、第一に景観の基礎として大きな要素

となる自然・地形を把握する必要があり

ます。 

・山地・丘陵地 

・海岸 

・河川、滝・名水 

・気候 

歴史・文化 

からみた 

景観構成要素 

・景観の基礎となる自然・地形に積み重な

る都市の沿革や歴史・文化的な背景を知

る必要があります。 

・歴史的建造物、町並みなど視覚的に捉え

ることができる景観要素のほか、旧街

道、故事、歴史的人物、祭り・行事など、

高岡市の景観に影響を与えてきた歴

史・文化的な景観要素を把握する必要が

あります。 

・高岡市の特徴ある産業も歴史・文化的な

要素です。 

・歴史的資源 

・歴史的景観 

・祭り・年中行事 

・特徴ある産業 

市街地 

からみた 

景観構成要素 

・自然・地形、歴史・文化の上に成り立つ

現在のまち・集落の空間的骨組みを把握

する必要があります。それには、住宅

地・商業地・工業地・農業地などの土地

利用によって理解することが有効です。 

・市街地、商業地景観 

・工業地・港湾景観 

・住宅地景観 

・田園・集落地景観 

都市施設 

からみた 

景観構成要素 

・まち・集落と同様に、自然・地形、歴史・

文化の上に成り立つ景観要素として、公

共・公益建築物や道路などの施設につい

ても把握する必要があります。 

・公共・公益施設は、まち・集落のシンボ

ル、地域のランドマーク、または、景観

を眺める視点場となり、空間イメージの

中では、面的に広がるまち・集落に対し

て、点や線として意識されるものです。 

・道路、交通拠点 

・公園 

・眺望点 

・公共施設 
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第２章 景観計画の基本的な考え方  

第２章 計画の基本的な考え方 

 

（２）景観の構造 

上記の景観構成要素は、個々の要素がお互いに関わりを持って一つの景観を構

成しています。従って、景観の現状を把握し、計画づくりを行っていく際には、

「景観の構造化」といった視点が必要になります。つまり、景観構成要素を個別

に捉えるのではなく、それらの関わり方に着眼して景観をわかりやすく整理し、

計画づくりに活かしていくことが重要です。 

景観の構造化の概念は、次のようになります。 

 

概念 意味 

面的な景観 
住宅地や商業地などのように、一定のまとまりのある範囲の景観を

意味しています。 

線的な景観 
主要な道路や河川などの骨格を構成する景観や、稜線などのふちど

りを構成する景観を意味しています。 

点的な景観 
人の集まる主要な施設（庁舎、駅舎など）や、大木などの地域の目

印となる景観を意味しています。 

 

 

（３）視点と対象 

景観は、見る人と見られる対象からなり、見る人がいる場所や移動の速さ、見

る方向の違いなどによって、様々な見え方をします。 

また、見られる対象が、視線の的となるものか、背景となるものかによって、

景観づくりの方針も変わってきます。 

このように、景観づくりを考える際には、常に見方・見られ方に留意する必要

があります。 

 

要素 要素の意味 例 

①視 点 
対象を見る人間の存在を視点位置で

代表しています。 

市民が見る、居住者が見る、

観光客が見るなど 

②視点場 
視点の存在する「場」を意味し、視点

近傍の空間を表します。 

道路や橋梁の歩道部、堤防の

上、家の中など 

③主対象 
眺めている景観の中心となる強い影

響力を持つ対象を意味します。 

川に架かる橋梁、海に沈む夕

日など 

④対象場 

眺めている景観の背景となる全ての

対象を意味します。 

河川や河川敷（主対象は橋

梁）、海（主対象は夕日）な

ど 
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第３章 景観特性と課題の整理 

第３章 景観特性と課題の整理 

 

３－１ 景観特性の分類 

高岡市に分布する様々な景観資源（自然・地形、歴史・文化、市街地、都市施

設等）について、「広がりのある景観（面的景観）」、「連続性のある景観（線的景

観）」、「拠点性のある景観（点的景観）」、「暮らしの風景（心象的景観）」の景観

特性に応じて、以下のとおり分類します。 

 

【景観特性の分類 一覧】 

特 性 類 型 項 目 

広がりのある景観 

(面的景観) 

土地利用 

市街地・商業地 

工業地・港湾 

住宅地 

田園・集落地 

自然・地形 
山地・丘陵地 

海 岸 

歴史・文化 歴史的景観 

連続性のある景観 

(線的景観) 

自然・地形 河川 

都市施設 道 路（誘導サインを含む） 

拠点性のある景観 

(点的景観) 

自然・地形 滝・名水 

都市施設 

公 園 

交通拠点（駅、ＩＣ等） 

眺望点 

公共施設（パブリックアートを含む） 

歴史・文化 歴史的資源 

暮らしの風景 

（心象的景観） 

歴史・文化 
祭り・年中行事 

特徴ある産業（文化的景観） 

自然・地形 気候 
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第３章 景観特性と課題の整理 

３－２ 分類別景観特性と課題 

景観特性の分類に応じて、その特徴的な景観資源と景観づくりの課題を整理し

ます。なお、課題については、保全すべきもの、育成・改善すべきもの、新たに

創出すべきものとの観点から、それぞれ整理します。 

 

（１）広がりのある景観（面的景観） ＜1/4＞ 

①土地利用 

項 目 具 体 例 （景観資源） 課 題 

市街地 

・ 

商業地 

・高岡市街地、福岡・伏木市
街地、福岡及び伏木・立
野・戸出・中田の近隣商業
地 

・立野・戸出・中田・牧野の
飛市街地 

・一部住宅団地や工業団地 
・高岡駅北側の中心商業地
（高岡駅周辺含む）と高岡
駅南の新しい商業地（新高
岡駅周辺含む） 

・国道沿いなど、沿道サービ
ス型商業施設 

【育成】 
 
 
 
 
 
 
 
 
【創出】 

・快適で個性的な商業地づくり 
・看板など、秩序ある沿道景観の
形成に向けた誘導 

・適正な土地利用コントロール
によるまとまりのある市街地
の形成 

・商業拠点整備と魅力ある商店
街づくり 

 
・広場再整備や新たな景観整備 
・老朽化したビル、空き家などの
活用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

項 目 具 体 例 （景観資源） 課 題 

工業地 

・ 

港湾 

・小矢部川下流の大規模工
業地帯 

・銅器、漆器などの混在型中
小工場地帯 

・農村地帯の工業団地、中心
市街地南部の流通業務施
設 

【育成】 
 
 
 

・地域内の緑化、緩衝緑地の整備
推進 

・周辺環境や市街地空間との調
和（意匠、色彩、施設配置等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

高岡駅周辺 末広町商店街 大型ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ(高岡駅南) 

高岡オフィスパーク 戸出工業団地 伏木港 
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第３章 景観特性と課題の整理 

 

（１）広がりのある景観（面的景観） ＜2/4＞ 

①土地利用 

項 目 具 体 例 （景観資源） 課 題 

住宅地 

・旧市街地を中心とした既
成市街地内の住宅地 

（池の端通り 等） 
・市街地周辺部の新しい住
宅地や郊外の住宅団地 

【育成】 
 
 
 
 
【創出】 

・緑化の推進と快適な生活空間の
創出 

・住宅地の民地内緑化の推進 
・周辺環境と調和した住宅づくり 
 
・開発行為の誘導等による質の高
い住宅地づくり 

・駅前、旧市街地など拠点での住
宅地づくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

項 目 具 体 例 （景観資源） 課 題 

田園 

・ 

集落地 

・水田地帯及び西山丘陵山
麓、太田地区などの集落地 

・戸出地区等をはじめとし
て広がる散居村 

【保全】 
 
 
 
【育成】 

・散居村としての田園と一体とな
った集落の保全 

・鎮守の杜や樹木などの保全 
 
・耕作放棄や開発に対する適切な
田園風景の保全、確保 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

池の端通り 民間住宅団地の町並み(木津) 常国住宅団地 

戸出地区の散居村(秋) 福岡町下向田地区の田園 戸出地区の散居村(夏) 
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第３章 景観特性と課題の整理 

 

（１）広がりのある景観（面的景観） ＜3/4＞ 

②自然・地形 

項 目 具 体 例 （景観資源） 課 題 

山地 

・ 

丘陵地 

・高岡市の背景となる二上
山、西山丘陵地、御坊山 

【保全】 
 
 
 
 
【育成】 

・自然緑地、生態系の保全（緑の
稜線、斜面緑地の保全） 

・無秩序な開発の抑制 
・市街地からの眺望への配慮 
 
・市民憩いの場として、公園や展
望台などの整備、レクリエーシ
ョン地としての活用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

項 目 具 体 例 （景観資源） 課 題 

海 岸 

・立山連峰を仰ぎ見る景勝
地の雨晴海岸 

【保全】 
 
【育成】 

・海岸線の保全 
 
・立山連峰への眺望点の確保 
・親水空間の整備 
・眺望地点へのわかりやすい誘導
サインの整備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二上山 西山丘陵地 

雨晴海岸 
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第３章 景観特性と課題の整理 

 

（１）広がりのある景観（面的景観） ＜4/4＞ 

③歴史・文化 

項 目 具 体 例 （景観資源） 課 題 

歴史的 

景 観 

・金屋町、山町筋、八丁道、
吉久地区、旧北陸街道 

・伏木地区 
・旧街道の宿場町 

【保全】 
 
 

 
【育成】 
 
 
 
 
 
【創出】 

・町家の保存と歴史的町並みとし
ての保全、整備 

・歴史的建造物の保全 
 
・歴史的町並みと調和した建築物
の意匠・色彩への誘導 

・歴史的な町並みと調和した周辺
環境の整備（道路舗装、街灯 
等） 

 
・万葉ゆかりのまち、港まちとし
ての個性の創出 

・賑わいのある界隈の創出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

金屋町 八丁道 旧北陸街道(福岡) 
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第３章 景観特性と課題の整理 

 

（２）連続性のある景観（線的景観） 

①自然・地形 

項 目 具 体 例 （景観資源） 課 題 

河 川 

・庄川、小矢部川、千保川、

岸渡川などの大中河川 
【保全】 

 

【育成】 

・自然な川原、並木の保全 

 

・潤い豊かな河川沿線の景観との

調和した建築物等の誘導（意

匠・色彩、施設配置等） 

・せせらぎのある親水空間（多自

然型護岸としての整備） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

②都市施設 

項 目 具 体 例 （景観資源） 課 題 

道 路 
(誘導ｻｲﾝ含) 

・自動車専用道路 

・国道など広域幹線道路及

び都市間幹線道路 

・環状線、都市内幹線道路 

・鉄道沿線（北陸新幹線、あ

いの風とやま鉄道線、ＪＲ

氷見線、城端線、万葉線） 

 

【保全】 

 

 

【育成】 

 

 

 

 

 

 

 

【創出】 

・周辺の田園景観や自然景観との

調和（車窓からの良好な景観保全） 

 

・統一感のある屋外広告物の誘導 

・看板の規模、色彩など、秩序あ

る沿道景観の形成に向けた誘導 

・商業地周辺などでの緑量の確保

や適切な景観舗装、分りやすい

誘導サイン等による洗練された

空間づくり 

 

・体系的な整備によるわかりやす

い道路ネットワークの形成 

・歩行者主体の安全で楽しい道づ

くり 

・電線類の地中化の促進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

庄川緑地 小矢部川 岸渡川 

国道８号 御旅屋町西通り(えんじゅ通り) 国道８号(美幸町周辺) 
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第３章 景観特性と課題の整理 

 

（３）拠点性のある景観（点的景観） ＜1/3＞ 

①自然・地形 

項 目 具 体 例 （景観資源） 課 題 

滝･名水 

・各地に点在する県選定の

名水や滝等 

【保全】 

 

【育成】 

・滝や名水の保全 

 

・滝や名水周辺地域の景観整備

（視点場整備等） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

②都市施設 

項 目 具 体 例 （景観資源） 課 題 

公園等 

・高岡古城公園 

・庄川緑地など市街地内の

公園、緑地 

・能登半島国定公園に一部

指定されている二上山 

・とやま・ふくおか家族旅行 

村 

・おとぎの森公園 

・福岡公園 

・スポーツコア、高岡西部総

合公園 

【保全】 

 

 

 

 

【育成】 

 

 

・緑量の増大と緑のネットワーク 

化 

・公園施設の管理徹底や周辺での

眺望確保 

 

・眺望点の整備と行楽地としての

空間づくり（休憩スペース、視

点場 等） 

・市民の身近なレクリエーション

地としての活用 

・古城公園における水濠浄化と親

水性の創出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

城光寺の滝 五位滝の沢 

高岡古城公園 とやま・ふくおか家族旅行村 おとぎの森公園 
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第３章 景観特性と課題の整理 

 

（３）拠点性のある景観（点的景観） ＜2/3＞ 

②都市施設 

項 目 具 体 例 （景観資源） 課 題 

交通 

拠点 
(駅､ＩＣ等) 

・高岡駅 

・北陸新幹線新高岡駅 

・福岡ＩＣ、高岡ＩＣ、高岡

北ＩＣ、高岡砺波スマート

ＩＣ 

【育成】 

 

 

・交通拠点としてふさわしい景観

整備（意匠・色彩、屋外広告物

等） 

・周辺と調和した市民に開かれた

景観づくり 

・市の玄関口としての特色ある整

備と緑量の確保 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

項 目 具 体 例 （景観資源） 課 題 

眺望点 

・元取山頂上 

・雨晴海岸、二上山 

【育成】 

 

 

・眺望点の確保と周辺整備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

能越自動車道高岡 IC 北陸自動車道高岡砺波ｽﾏｰﾄ IC 高岡駅 

西山丘陵からの眺め 二上山からの眺め 
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第３章 景観特性と課題の整理 

 

（３）拠点性のある景観（点的景観） ＜3/3＞ 

②都市施設 

項 目 具 体 例 （景観資源） 課 題 

公共 

施設 
(ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ

ｱｰﾄ含) 

・高岡市美術館、高岡市伏木

北前船資料館、ふくおか総

合文化センター等の公共

施設 

・市街地を中心に点在する

誘導サイン､パブリックア

ート､ストリートファニチ

ャー等 

【育成】 

 

 

 

 

【創出】 

 

 

・あらゆる人々に分りやすい施設

への誘導 

・公共施設のネットワーク化、緑 

化 

 

・地域特性に配慮した公共施設の

質的向上と周辺と調和した魅力

ある都市空間の創出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

③歴史・文化 

項 目 具 体 例 （景観資源） 課 題 

歴史的

資源 

・国宝・重要文化財等／瑞龍

寺、勝興寺、氣多神社、武

田家住宅、佐伯家住宅、高

岡城跡、前田利長墓所 

・県指定文化財等／越中国

分寺跡、木舟城跡、筏井家

住宅 

・その他／高岡大仏、おくの

ほそ道の風景地-有磯海- 

【保全】 

 

【育成】 

 

 

 

【創出】 

 

・歴史資源としての保全、活用 

 

・歴史資源とその周辺を含めた景

観整備、及びそれらのネットワ

ーク化 

 

・賑わいのある界隈の創出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

高岡市伏木北前船資料館 高岡市美術館 パブリックアート 

瑞龍寺 佐伯家住宅 高岡大仏 
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第３章 景観特性と課題の整理 

 

（４）暮らしの風景（心象的景観） ＜1/2＞ 

①歴史・文化 

項 目 具 体 例 （景観資源） 課 題 

祭り 

・ 

年中 

行事 

・高岡御車山祭、伏木曳山祭

等の伝統的行事、祭り 

・日本海なべ祭り、戸出七夕

まつり、高岡七夕まつり、

中田かかし祭り､つくりも

ん祭り、高岡万葉まつりほ

か各地区で開催されるイ

ベント等 

・各地で開かれている朝市、

夕市 

【保全】 

 

【育成】 

 

 

 

 

・伝統的行事、祭りの継承、発展 

 

・地域の歴史、文化の継承への愛

着の醸成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

項 目 具 体 例 （景観資源） 課 題 

特徴 

ある 

産業 

・福岡町の菅田と菅干（文化

的景観）、養鯉業 

・金屋町の鋳物業（高岡鋳物

発祥地） 

【保全】 

 

 

【育成】 

 

・菅田と菅干、矢部の養鯉池など

の産業の保全 

 

・伝統産業（菅田、養鯉業 等）

と一体となった魅力ある景観づ

くり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

つくりもん祭り 高岡御車山祭 伏木曳山祭 

小矢部川河川敷の菅干し 金屋町の町並み 鯉の里公園 
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第３章 景観特性と課題の整理 

 

（４）暮らしの風景（心象的景観） ＜2/2＞ 

②自然・地形 

項 目 具 体 例 （景観資源） 課 題 

気 候 

・日本海型の気候 【育成】 

 

・冬の積雪時等、四季折々の景観

を楽しむ工夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

岸渡川桜並木 古城公園の雪囲い、雪つり 
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第３章 景観特性と課題の整理  

第３章 景観特性と課題の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広がりのある景観の構造 

３－３ 高岡市の景観特性のまとめ 

（１）景観特性の構造整理 

高岡市に分布する景観資源について、「広がりのある景観」、「連続性のある景観」、「拠点性のある景観」の分類別

の構成を示します。 
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第３章 景観特性と課題の整理  

第３章 景観特性と課題の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連続性のある景観の構造 

新高岡駅 

あいの風とやま鉄道線 
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第３章 景観特性と課題の整理  

第３章 景観特性と課題の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拠点性のある景観の構造 

新高岡駅 

あいの風とやま鉄道線 

高岡西部総合公園 
福岡公園 

等 
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第３章 景観特性と課題の整理  

第３章 景観特性と課題の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新高岡駅 

あいの風 
とやま鉄道線 

高岡西部総合公園 
福岡公園 

等 
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第３章 景観特性と課題の整理 

第３章 景観特性と課題の整理 

 

（２）高岡らしい景観 

● 緑と水に恵まれた美しい自然や風土がつくる やすらぎの景観 

高岡市には、二上山、西山丘陵地、御坊山など、四季の移ろいを感じさせる緑

豊かな山地や丘陵が存在するとともに、雄大な立山連峰を背後に見る雨晴海岸の

景勝地をはじめとして、庄川、小矢部川、千保川、岸渡川などの水辺空間が都市

に潤いを与え、市民に親しまれています。 

このように緑と水に恵まれた、美しい自然や風土がつくりだすやすらぎの景観

は、高岡らしい景観を形成するひとつとなっています。 

● 万葉の里や前田家ゆかりの近世高岡の歴史と文化がつくる たのしみの景観 

高岡市の美しい自然に抱かれ、脈々と受け継がれてきた高岡市の歴史は古く、

746 年には歌人・大伴家持が越中の国主として赴任しており、万葉集には二上

山や雨晴海岸などを詠んだ秀歌が数多く残されています。 

また 1609 年には加賀藩二代藩主前田利長が高岡城に入城し、高岡の町が開

かれ、今に残る近世高岡の文化の礎が築かれています。 

高岡市には、高岡城跡や守山城跡、木舟城跡をはじめとする城下町を物語る資

産を基盤として、瑞龍寺や前田利長墓所、勝興寺などの宗教的要素を物語る資産

など、歴史を物語る特徴ある資産が良好に残され、磨き上げられてきました。 

さらに、形ある資産だけでなく、高岡御車山祭、伏木曳山祭等の伝統的行事・

祭りなどからも高岡の歴史と文化を感じることができます。 

このように万葉の里や前田家ゆかりの近世高岡の歴史と文化がつくりだすた

のしみの景観は、高岡らしい景観を形成するひとつとなっています。 

● 魅力ある市街地、特徴ある産業の場、交流の拠点がつくる にぎわいの景観 

高岡市は、高岡駅周辺を中心として、人々を集める魅力ある市街地景観が広が

っています。また、山町筋や金屋町をはじめとして、高岡市の特徴あるものづく

り産業の発展と振興を物語り、歴史的にも価値のある美しいまちなみの景観が形

成されています。 

一方、海路交通の拠点として、古くは万葉の頃から沿岸交易の要港として栄え

てきた伏木港、陸路交通の拠点であり高岡市の玄関口となる高岡駅のほか、近年

では、能越自動車道の福岡・高岡・高岡北ＩＣ及び北陸自動車道の高岡砺波スマ

ートＩＣ周辺の整備、北陸新幹線の新高岡駅周辺の整備が進み、多様な交流を生

み出し、都市内外の人を惹きつける新しい空間が形成されています。 

このように、魅力ある市街地やものづくり産業の場、新しい交流拠点がつくり

出すにぎわいの景観は、高岡らしい景観を形成するひとつとなっています。 

 

 

 

高岡市の景観は、それぞれ

特徴ある景観が有機的につな

がり、あるいは重なるととも

に、市民の生活や文化、慣習、

祭り等と相まって、高岡らし

い、美しい景観が形成されて

います。

歴歴史史  

・・  

文文化化    

緑緑・・水水  

市市街街地地  

産産  業業  

交交  流流  

「「「高高高岡岡岡らららしししいいい景景景観観観」」」   

ののの形形形成成成   

 

【高岡らしい景観の形成イメージ】 
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第３章 景観特性と課題の整理 

 

３－４ 市民意向の把握 

市民アンケートは、「景観法」に基づく景観計画の策定にあたり、市民が普段

感じている高岡らしい景観や改善すべき景観について、市民の評価、認識等を把

握し、景観計画の内容を検討する際の基礎資料とすることを目的として、平成

19 年２月に実施しました。 

その結果、全３,５０８の配布に対し、１,６７１の回答があり、回収率は４７．

６％となりました。 

市民アンケートの結果を基に、重点的に対応すべき課題を抽出する参考とした

り、本計画の方針等を検討する際の基礎資料としました。 

 

 

   市民アンケートの配布回収結果 

      配布数 回収数 回収率 

①無作為抽出による市民 2,988 1,276 42.7％ 

②まちなか地区の住民 100 90 90.0％ 

③市内の高校生・大学生 420 350 83.3％ 

 

 

※ 市民アンケート結果の内容は後述の「参考資料」を参照 
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第３章 景観特性と課題の整理    

３－５ 優先的に取り組む課題の抽出 

前項で整理した景観の特性や課題の全てに対して、一度に景観計画で対応していくことは現実的に困難な

上、景観誘導の効果としてメリハリをもって示しにくいことなどから、ある程度対象を絞り、段階的に景観

誘導の対象や内容を充足・強化していくことが必要です。このため、他都市事例からみた重点課題の考え方、

上位・関連計画、アンケート結果、都市の変化要因と時代の潮流などを踏まえ、高岡市が優先的に取り組む

課題や、対象となる地域抽出の考え方を以下に整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・駅前地区を含む中心市街地       ・都市の核として都市機能が集積する地区 

・教育・文化・医療・研究等の施設集積地 ・シンボル（城）周辺一帯の地域 

・シンボル（城）と駅の連絡軸      ・旧街道沿い、都心部の都市軸となる幹線道路沿線   

 

１．高岡市総合計画 

高岡市の重点課題 

●まちづくりのキーワードは「交流」の推進 

●富山県の中の高岡市 ～県西部の中核的都市～ 

●日本の中の高岡市 ～南北軸と東西軸の結節点としての交流都市～ 

●世界の中の高岡市 ～港を活かした環日本海への玄関都市～ 

計画の大綱とまちづくりの目標達成のための基本方針 

都 市 の 将 来 像 ： 

水・みどり・人 光り輝く躍動のまち 高岡 

魅力ある観光のまちづくり： 

●観光資源の発掘と保存・活用 

●歴史的景観の保全・活用 

●良好な都市景観の創出 

２．高岡市都市景観形成基本計画（平成３年３月） 

重点地区 

●中心市街地商業地区  ●古城公園周辺地区 

●山町筋        ●美術館・文化ホール周辺地区 

●勝興寺周辺地区 （計５地区） 

３．福岡町景観づくり基本計画（平成 16 年３月） 

重点地区 

●旧北陸街道周辺地区  ●シンボルロード周辺地区 

●岸渡川周辺地区    ●国道８号周辺地区（４地区） 

（２） 上位・関連計画 

高岡市の景観資源の魅力度評価 

●「海辺の景観」、「社寺や史跡が残る景観」に対する高い魅

力度 

高岡市において最も高岡らしいと感じる景観 

●「古城公園」、「雨晴海岸」、「高岡大仏」、「金屋町の町並み」 

高岡市において最も景観を阻害しているもの 

●「空ビル・空家・老朽化した建物の放置」 

（４） 市民アンケート結果 

１．近世高岡の文化遺産群の保存 

資産の名称：近世高岡の文化遺産群 

（勝興寺、瑞龍寺、高岡城跡、前田利長墓所、金屋町、山町筋） 

 

 

 

 

 

２．北陸新幹線新高岡駅の整備 

まちづくりの目標：新たな時代に向けた県西部地域

並びに飛騨・能登地域のにぎわ

いと交流拠点づくり 

まちづくりの基本理念： 

●新たなターミナ

ルとしての利便

性を活かしたま

ちづくり 

●新幹線開業効果

を活かしたまち

づくり 

 

３．能越自動車道 福岡ＩＣ・高岡ＩＣ・高岡北ＩＣ、

北陸自動車道高岡砺波スマートＩＣ周辺の整備 

●北陸自動車道、東海北陸自動車道と連結 

●富山県北西部及び能登地域と三大都市圏との交

流促進 

●富山県などの産業、経済、文化の発展等に寄与 

４．伏木港による環日本海の交流 

●伏木港の整備により、環日本海交流における重

要な役割を果たすことが期待 

（３） 都市の変化要因と時代の潮流 

他都市の事例、上位・関連計画、市民アンケート結果、都市の変化要因や時代の

潮流などを踏まえ、優先的に取り組むべき景観づくりの課題（地域）抽出の基本条

件。 

①高岡市の顔・シンボルとなる場の景観づくり 
   中心市街地、古城公園、旧北陸街道、代表的な観光地など、高岡市の顔・シ

ンボルとなる場の景観づくりを優先します。 

②世界遺産登録を目指した景観づくり 
近世高岡の文化遺産群としての世界遺産登録を見据え、高岡市を代表する地

域として一体的な景観づくりを優先します。 

③交流拠点周辺を重視した景観づくり 
駅、ＩＣ、港など、多くの人が集まる交流拠点の景観づくりを優先します。 

④市民意識の向上に寄与する景観づくり 
景観づくりに対する市民の声が高い場の景観づくりを優先します。 

（６） 優先課題抽出の基本条件 

（１） 他都市事例からみた重点課題の考え方 

瑞龍寺 勝興寺 

新高岡駅周辺のイメージ 

参
考
と
す
る 

考
え
方
等
を
踏
ま
え
る 

１１．．高高岡岡中中心心市市街街地地・・近近世世高高岡岡のの文文化化遺遺産産群群地地域域  
（基本条件との整合：①、②、③、④） 

高岡市の中心市街地であり、交流拠点の高岡駅をはじめ、世界遺産登録に向

けた資源が点在する、高岡市の顔・シンボルとなる地域です。また、市民アン

ケートで高岡らしいと感じる景観資源が多く存在します。 

２２．．伏伏木木港港～～勝勝興興寺寺・・雨雨晴晴海海岸岸周周辺辺地地域域（基本条件との整合：①、②、③） 

世界遺産登録に向けた資源の一つである勝興寺や、大自然のパノラマが展開

する風光明媚な雨晴海岸があるとともに、伏木港の整備などにより、重要な交

流拠点として期待される地域です。 

３３．．福福岡岡駅駅～～旧旧北北陸陸街街道道・・岸岸渡渡川川沿沿線線地地域域（基本条件との整合：①、③） 

旧北陸街道や岸渡川沿線など歴史的景観や良好な景観資源が分布するほか、

人の交流拠点となる福岡駅を含む地域です。 

４４．．新新高高岡岡駅駅周周辺辺地地域域（基本条件との整合：①、③） 

新たな高岡市の玄関口として重要な交流拠点であるとともに、大規模商業施

設など、今後、新たな景観の創出が求められる地域です。 

（７） 優先的に取り組む課題（地域） 

○全体：高岡市の核を設け、核を中心に順序だてて取り組む。守るべき自然景観もある。 

○高岡市の顔・シンボルとなる場の景観づくり：高岡市の玄関で利用者の多い高岡駅、新

高岡駅周辺、中心市街地、古城公園、瑞龍寺、高岡大仏 

○世界遺産登録を目指した景観づくり：現在進められている世界遺産登録の内容と一体化、

勝興寺を中心とした高岡市の北部地区 

○交流拠点周辺を重視した景観づくり：高岡市の顔・シンボルとなる場との関連、高岡駅

前・駅南、ＩＣ、雨晴海岸 

○市民意識の向上に寄与する景観づくり：世界文化遺産のまちにふさわしい屋外広告物 

（５） 策定委員会からの意見 
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高岡中心市街地・近世高岡の文化遺産群地域 

伏木港～勝興寺・雨晴海岸周辺地域 

新高岡駅周辺地域 

福岡駅～旧北陸街道・岸渡川沿線地域 

優先的に取り組む課題（地域）の位置図 

新高岡駅 

あいの風とやま鉄道線 

福岡公園 
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第第第４４４章章章   景景景観観観づづづくくくりりりののの基基基本本本方方方針針針   
 

第第第４４４章章章   景景景観観観づづづくくくりりりののの基基基本本本目目目標標標ととと基基基本本本方方方針針針   

（景観法第 8 条第 3項） 

 

高岡市の魅力ある景観づくりは、景観にかかわる規制誘導だけで形成されるも

のではなく、ふるさと高岡に誇りと愛着を持つ次代を担う人づくりや、これに基

づく市民一人ひとりの個性の発揮、元気で豊かに暮らせるまちづくり等が一体と

なって成し遂げられるものです。 

このため、高岡市景観計画における景観づくりの基本方針は、高岡市総合計画

に示す将来像や方針を踏襲し、人づくりや基盤づくり等の施策と連携・協働しな

がら景観づくりを推進するものとします。 

 

 

◆ 景観づくりの基本方針 ◆ 

高岡市の良好な景観づくりに向けた基本方針を以下のとおりとします。 

 

 

 

・高岡市固有の歴史・伝統・文化・風土が織り成す景観は、市民共有の貴重な資

産であり、これを保全し、後世に継承していきます。 

 

 

 

 

・高速交通網の整備などに伴い、県西部の中核都市としての魅力向上と、これに

伴う都市の活性化へと導くため、魅力ある景観を創り出していきます。 

 

 

 

 

・市民が郷土の美しい景観に触れ、景観づくりに参加する取り組みを通して、市

民の高岡市に対する愛着と誇りを育みます。 

 

 

 

 

・美しい景観づくりを進めることによって、まちの魅力が高まり、高岡市を訪れ

る人々が増え、地域社会の活性化を目指します。 

 

１．高岡市固有の美しい景観資源を後世に保全・継承していきます。 

２．県西部の中核都市として、魅力ある景観を創り出していきます。 

３．美しい景観によって、市民の誇りと愛着を育みます。 

４．魅力ある景観づくりをとおして、まちを活性化します。 
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第第第５５５章章章   景景景観観観計計計画画画ののの区区区域域域   

第５章 景観計画の区域 

（景観法第 8 条第 2項第 1 号） 

 

高岡市は、平成 17年 11月に旧高岡市と旧福岡町の合併によって新しく生ま

れ変わりました。 

これまで、旧高岡市、旧福岡町の歴史、伝統、文化、風土によって受け継がれ

た景観特性を活かし、今後は、新市として魅力ある景観づくりが必要とされてい

ます。 

また、高速交通網や北陸新幹線の整備、近世高岡の文化遺産群の保存等が進む

中、県西部の中核都市として、また観光交流拠点としても、高岡市の魅力ある都

市空間を形成していく必要があります。 

以上のような都市の変化要因に対応しながら、新しく生まれ変わった高岡市の

景観特性を活かした魅力ある景観づくりを進めるため、「高岡市全域」を景観計

画区域とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観計画区域図 

【景観形成重点地区等の設定によるきめ細かな誘導展開】 

 ・地域住民の理解を得ながら、景観計画区域における景観誘導に加え、地域の特性に

応じたよりきめ細かな基準を設定する地区を、「景観形成重点地区」として段階的

に指定していきます。 

※ 詳細は第６章を参照 

新高岡駅 

あいの風 
とやま鉄道線 
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第第第６６６章章章   行行行為為為ののの制制制限限限ににに関関関すすするるる事事事項項項   

第第第６６６章章章   行行行為為為ののの制制制限限限ににに関関関すすするるる事事事項項項   

 

６－１ 景観づくりの基準設定の考え方 
 

（１）景観計画区域 （市域全体） 

景観計画区域とする「市域全体」においては、前項で規定した景観への影響が

著しい大規模建築物・工作物を対象として、景観阻害を生じるような事態を避け

るために、最低限守るべき基準を定め、景観を誘導します。 

 

範囲 ： 市域全体 

対象 ： 景観に対する影響が著しい大規模建築物・工作物 

基準 ： 最低限守るべき基準 

 

 

（２）景観形成重点地区 

地域の特性に応じ、特に積極的に景観誘導を行うべき地域を「景観形成重点地

区」に指定するとともに、魅力ある良好な景観形成を図るために、詳細な基準を

定め、景観を誘導します。 

 

範囲 ： 特に積極的に景観誘導を行うべき地域 

対象 ： 建築物等（地元との協議等を経ながら決定） 

基準 ： 魅力ある良好な景観形成を図るための詳細な基準 

（地元との協議等を経ながら決定） 

 

 

（３）重点景観隣接地区 

景観形成重点地区の周辺地域として一体的な景観誘導を図るとともに、最低限

守るべき基準を定める「市域全体」と、詳細な基準を定める「景観形成重点地区」

との間に生じる著しい景観誘導の格差を是正するため、「景観形成重点地区」の

周辺部を「重点景観隣接地区」に指定し、必要な基準を定め、景観を誘導します。 

 

範囲 ： 景観形成重点地区の周辺部 

対象 ： 建築物等（地元との協議等を経ながら決定） 

基準 ： 景観形成重点地区の周辺部として必要な基準 

（地元との協議等を経ながら決定） 

 

 

 

【景観形成重点地区及び重点景観隣接地区の指定について】 

 ・景観形成重点地区及び重点景観隣接地区は、地域住民との協働・協議による区域

の範囲や基準の検討を行い、地域住民相互の了解の上で決定します。 

※ 詳細は「６－４ 景観形成重点地区等の設定」を参照 
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第第第６６６章章章   行行行為為為ののの制制制限限限ににに関関関すすするるる事事事項項項   

第第第６６６章章章   行行行為為為ののの制制制限限限ににに関関関すすするるる事事事項項項   

６－２ 届出対象行為（景観形成重点地区等を除く。） 

（景観法第 8 条第 4項第 1 号） 

（１）届出対象の考え方 

高岡市全域を、高岡市景観計画の対象となる「景観計画区域」として一定の建

築物等を届出対象として景観誘導を進めます。 

これに加え、届出対象の範囲、景観誘導の程度性等をよりきめ細かく設定した、

景観形成重点地区及び重点景観隣接地区を設定します。 

なお、景観形成重点地区及び重点景観隣接地区の設定にあたっては、地元との

協議等を経ながら決定していきます。 

 

（２）景観計画区域（高岡市全域）における届出対象行為 

高岡市景観計画区域における届出対象行為は、以下のとおりとします。なお、 

   届出内容を変更しようとする場合は、あらかじめ変更の届出が必要になります。 

 

（景観法 第 16 条 第 1 項 第 1 号・第 2 号関係） 
行為の種類 届出が必要な行為の規模 

建
築
物
等
の
新
築
又
は
移
転 

建築物 

・高さ１０ｍ超 
   （届出対象区域の用途地域が第１種中

高層住居専用地域、第２種中高層住居

専用地域、第１種住居地域、第２種住

居地域、準住居地域の場合。または、

市街化調整区域、白地地域、都市計画

区域外の場合。） 

１２．５ｍ超 
   （届出対象区域の用途地域が近隣商業

地域、準工業地域、工業地域、工業専

用地域の場合。） 
１５．０ｍ超 
（届出対象区域の用途地域が商業地

域の場合。） 
又は 

・建築面積１，0００㎡超 

工
作
物 

①煙突、排気塔その他これに類する工作物 

②装飾塔、記念塔、物見塔、風車その他これらに

類する工作物 

③彫像、記念碑その他これらに類する工作物 

④高架水槽、冷却塔その他これらに類する工作物 

⑤電波塔、鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の柱、鉄柱、木柱その他

これらに類する工作物 

・高さは建築物と同様 
（建築物と一体となって設置される場合の高さ

は、地盤面から測定する。ただし、工作物自

体の高さが５ｍ以下のものを除く。） 

⑥電気供給のための電線路又は有線電気通信の

ための線路の支持物 

・高さ３０ｍ超 
（建築物と一体となって設置される場合の高さ

は、地盤面から測定する。） 

⑦垣、さく、塀、擁壁その他これらに類する工作

物 

・高さ５ｍ超、かつ長さ１０ｍ超 

⑧観覧車、飛行塔、ｺｰｽﾀｰ、ｳｫｰﾀｰｼｭｰﾄ、ﾒﾘｰｺﾞｰﾗｳ

ﾝﾄﾞその他これらに類する遊戯施設 

⑨ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗﾝﾄ、ｱｽﾌｧﾙﾄﾌﾟﾗﾝﾄ、ｸﾗｯｼｬｰﾌﾟﾗﾝﾄその

他これらに類する製造施設 

⑩自動車車庫の用に供する立体的施設 

⑪石油、ｶﾞｽ、飼料、穀物その他これらに類する

ものを貯蔵する施設 

⑫ごみ処理施設、し尿処理施設、汚水処理施設そ

の他の処理施設 

・高さは建築物等同様 
（建築物と一体となって設置される場合の高さ

は、地盤面から測定する。ただし、工作物の

みの高さが５ｍ以下のものを除く。） 

又は 

・築造面積１，0００㎡超 
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第第第６６６章章章   行行行為為為ののの制制制限限限ににに関関関すすするるる事事事項項項   

 

行為の種類 届出が必要な行為の規模 

建
築
物
等
の
増
築
又
は
改
築 

建築物 

・増築又は改築後の 

高さ１０ｍ超 
   （届出対象区域の用途地域が第１種中高層住居

専用地域、第２種中高層住居専用地域、第１種

住居地域、第２種住居地域、準住居地域の場合、

または市街化調整区域、白地地域、都市計画区

域外の場合。） 
１２．５ｍ超 

   （届出対象地域の用途地域が近隣商業地域、準

工業地域、工業地域、工業専用地域の場合。） 
１５．０ｍ超 
（届出対象区域の用途地域が商業地域の場

合。） 
又は 

・増築又は改築後の建築面積１，0００㎡超 
（増築又は改築に係る部分の建築面積が１0０㎡以下の

ものを除く。） 

工
作
物 

①煙突、排気塔その他これに類する工作物 

②装飾塔、記念塔、物見塔、風車その他こ

れらに類する工作物 

③彫像、記念碑その他これらに類する工作

物 

④高架水槽、冷却塔その他これらに類する

工作物 

⑤電波塔、鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の柱、鉄柱、木柱

その他これらに類する工作物 

・増築又は改築後の高さは、建築物と同様 
（建築物と一体となって設置される場合の高さは、地盤

面から測定する。ただし、工作物のみの高さが５ｍ以下

のものを除く。） 

⑥電気供給のための電線路又は有線電気

通信のための線路の支持物 

・増築又は改築後の高さ３０ｍ超 
（建築物と一体となって設置される場合の高さは、地盤

面から測定する。） 

⑦垣、さく、塀、擁壁その他これらに類す

る工作物 

・増築又は改築後の高さ５ｍ超かつ 

長さ１０ｍ超 

⑧観覧車、飛行塔、ｺｰｽﾀｰ、ｳｫｰﾀｰｼｭｰﾄ、ﾒﾘ

ｰｺﾞｰﾗｳﾝﾄﾞその他これらに類する遊戯施

設 

⑨ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗﾝﾄ、ｱｽﾌｧﾙﾄﾌﾟﾗﾝﾄ、ｸﾗｯｼｬｰﾌﾟﾗﾝ

ﾄその他これらに類する製造施設 

⑩自動車車庫の用に供する立体的施設 

⑪石油、ｶﾞｽ、飼料、穀物その他これらに

類するものを貯蔵する施設 

⑫ごみ処理施設、し尿処理施設、汚水処理

施設その他の処理施設 

・増築又は改築後の高さは、建築物と同様 
（建築物と一体となって設置される場合の高さは、地盤

面から測定する。ただし、工作物のみの高さが５ｍ以

下のものを除く。） 

又は 

・増築又は改築後の築造面積１，0００㎡超 
（増築又は改築に係る部分の表示面積が１0０㎡以下の

ものを除く。） 

 

行為の種類 届出が必要な行為の規模 

建築物等の外観の変更 ・上記までの表に該当する建築物等の外観面積の１／２を超える変更 

 

（景観法 第 16 条 第 1 項 第 4 号関係） 

行為の種類 届出が必要な行為の規模 

土地の区画形質の変更 ・ 行為に係る土地の面積３，０００㎡超で、行為に伴い高さ５ｍ超かつ

長さ１０ｍ超の法面が生ずるもの 

屋外における物品の集

積又は貯蔵 

・ 行為の用に供される土地の面積３，０００㎡超で、かつ集積又は貯蔵

の高さ３ｍ超 

鉱物の掘採又は土石の

類の採取 

・ 行為による地形の変更に係る土地の面積３，０００㎡超で、行為に伴

い高さ５ｍ超、かつ長さ１０ｍ超の法面が生ずるもの 
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６－３ 景観づくりの基準（景観形成重点地区等を除く。） 

（景観法 第 8 条 第 4 項 第 2 号関係） 
 

高岡市景観計画区域における景観づくりの基準は、以下のとおりとします。 

 

（１）基本事項 

１ 大規模行為の計画地及びその周辺地域の自然、歴史、文化等の景観上の特性を

把握し、大規模行為の景観づくりに適切に反映させる。 

２ 周辺の景観と四季を通じて調和するよう配慮するとともに、水と緑の活用、多

様で創造的な発想や工夫の尊重などにより、生き生きとした魅力あふれる景観

の創出を図る。 

３ 都市計画法、建築基準法、屋外広告物法等の法令のほか、県及び市町村の条例、

計画等に基づく景観づくりに関連する施策や地域住民の景観づくり活動との

整合に配慮する。 

 

（２）個別事項 

１）建築物・工作物の新築、増築、改築、移転又は外観の変更 

項 目 基準 

位置 

・地形の大幅な改変を生ずる場所のほか、山並みの眺望や水辺の

連続性を阻害する場所など、主要な眺望点からの眺望を著しく

損なうおそれのある地点への立地を避けるよう配慮する。  

・建築物や工作物の形態、町並みの状況等に応じて、道路境界等

からの後退距離を工夫するほか、町並みの連続性が重視される

地域では、町並みを構成する建築物の壁面線などに配慮する。  

・敷地内の歴史的な建築物や工作物、優れた樹木等を保存するほ

か、周辺の町並み等の景観を損なうことのないよう工夫する。 

形態及び意匠 

・過剰な装飾を避け、屋外設備機器等を遮へいするほか、むやみ

に広告物等を設置しないなど、建築物自体がすっきりとまとま

りのあるものとなるよう配慮する。  

・敷地内に複数の工作物を設ける場合や建築物の付属物として設

ける場合は、これらの建築物や工作物が相互に調和し、全体と

してまとまりのあるものとなるよう工夫する。   

・周辺の町並みや田園、自然等の景観との調和を図るとともに、

道路等の公共空間に面する部分は、歩行者等に与える圧迫感を

和らげるよう工夫する。 

色彩 

・外壁、屋根、工作物等の基調となる色彩は、高い彩度を避け、

原則「禁止色」は使用しない。また、背景となる町並み、自然

等と色相や色調をそろえるなど、周辺の景観と調和するよう工

夫する。  

・建築物や工作物に付帯する屋外設備機器、広告物等の色彩は、

建築物や工作物と色相をそろえるなど、建築物や工作物本体の

色彩と調和するよう工夫する。  

・外壁、屋根、工作物等に強調色を使用する場合は、その色彩や

使用範囲、使用部位等の構成が建築物や工作物全体として調和

し、周辺の景観とも調和するよう工夫する。 
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１）建築物・工作物の新築、増築、改築、移転又は外観の変更 （つづき） 

項 目 基準 

素材 

・耐久性があり、汚れにくいなど、維持管理が容易で経年による

景観上の質の低下が少ない素材を使用するよう配慮する。  

・地域の優れた景観を特徴づける自然素材、伝統的素材等がある

地域では、これらを景観づくりに生かすよう工夫する。  

・自然が豊かな地域や閑静な住宅地、歴史的な町並みでは、反射

性が高いなど、周辺から際立って見える素材の使用を避けるよ

う配慮する。 

敷地の緑化 

・敷地内は、建築物や工作物の状況や地域の環境等に応じた樹種

等でできる限り緑化するとともに、周囲を囲う場合は、中高木

を組み合わせた植栽等を活用するよう配慮する。  

・敷地内の優れた樹木や樹林は、できる限り保存又は移植を行い、

敷地の緑化や建築物の修景に生かすよう工夫する。  

・道路等の公共空間に面する部分に中高木を植栽するなど、町並

み等にうるおいを与えるよう配慮する。 

・敷地の緑化に関する目安は、下記のとおりとする。  

用途地域 緑化率の目安 算定式 

住居系 ８～12％ (1－法定建ぺい率）×20％ 

商業系 ４％ (1－法定建ぺい率）×20％ 

工業系 ８～12％ (1－法定建ぺい率）×20～30％ 

その他地域 ６～８％ (1－法定建ぺい率）×20％ 
 

その他 

・屋外駐車場は、安全上及び防犯上支障のない範囲で周囲に生垣

等を設け、出入口の数や位置を工夫するなど、景観に与える影

響を軽減するよう配慮する。  

・過度に明るい光や鮮やかな色の光が周囲に散乱しないよう、周

辺の状況に応じて照明方法等を工夫するなど、夜間の景観に配

慮する。  

・敷地内の既存施設が景観を阻害している場合は、増築等に併せ

て景観に対する支障を減らすよう配慮する。 

 

 

２）土地の区画形質の変更（水面の埋立て及び干拓を含む。） 

事項 基準 

土地の形状 

・従来の地形をできる限り生かすよう工夫するとともに、大幅な

地形の改変が必要な場合は、主要な眺望点からの眺望を著しく

損なうことのないよう配慮する。 

土地の緑化 

・優れた樹木や樹林は、できる限り保存又は移植を行うほか、緑

の生育環境を整え、地域の環境等に応じた樹種等で緑化するよ

う配慮する。 

法面の外観 

・法面や擁壁は、規模を抑え、周囲の地形と滑らかに連続させる

ほか、自然素材等の仕上げや緑化を行うなど、周辺の景観への

影響を軽減するよう工夫する。 
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３）屋外における物品の集積又は貯蔵 

事項 基準 

集積又は 

貯蔵の方法 

・集積等は、高さを抑え、整然と行うなど、できる限りすっきり

と見えるよう工夫するほか、道路境界等から離すなど、歩行者

等に与える圧迫感を和らげるよう配慮する。 

遮へい 

・植栽等で遮へいし、出入口を目立たない位置に設けるなど、周

囲の道路から見えにくくするほか、主要な眺望点からの眺望を

損なわないよう配慮する。 

 

４）鉱物の掘採又は土石の類の採取 

事項 基準 

遮へい 

・植栽等で遮へいし、出入口を目立たない位置に設けるなど、周

囲の道路から見えにくくするほか、主要な眺望点からの眺望を

損なわないよう配慮する。 

跡地の形状 

・地形の改変をできる限り小さくするよう配慮するとともに、法

面は、規模を抑え、周囲の地形と滑らかに連続するよう工夫す

る。 

跡地の緑化 

・掘採等が終了したところから、自然に近い緑の生育環境を整え、

地域の環境等に応じた樹種等を用いるなど、速やかに緑が復元

するよう工夫する。 

 

（３）色彩基準等について 

１）禁止色（基準） 

 「禁止色」は、町並みの基調となっている色彩との対比が強く、周辺環境に与える

影響が大きい色彩であり、地域の景観特性に応じて次に示すとおりとします。 

【禁止色】 

地域の景観特性 

（※１） 

マンセル値（※２） 

色相 明度 彩度 

山地・丘陵地 0R～4.9Ｒ 5.0～10 

０～10 

2.1～4.0 

4.1～ 

5R～5Y 5.0～10 

０～10 

3.1～6.0 

6.1～ 

5.1Y～10Y 5.0～10 

０～10 

2.1～4.0 

4.1～ 

その他（Ｎは除く） 5.0～10 

０～10 

1.1～2.0 

2.1～ 

海岸 0R～4.9Ｒ 0～7.9 

０～10 

2.1～4.0 

4.1～ 

5R～5Y 0～7.9 

０～10 

3.1～6.0 

6.1～ 

5.1Y～10Y 0～7.9 

０～10 

2.1～4.0 

4.1～ 

その他（Ｎは除く） 0～7.9 

０～10 

1.1～2.0 

2.1～ 
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【禁止色】 （つづき） 

地域の景観特性 

（※１） 

マンセル値（※２） 

色相 明度 彩度 

田園・集落地 0R～4.9Ｒ 8.0～10 

０～10 

2.1～4.0 

4.1～ 

5R～5Y 8.0～10 

０～10 

3.1～6.0 

6.1～ 

5.1Y～10Y 8.0～10 

０～10 

2.1～4.0 

4.1～ 

その他（Ｎは除く） 8.0～10 

０～10 

1.1～2.0 

2.1～ 

商業地 0R～4.9Ｒ 0～10 4.1～ 

5R～5Y 0～10 6.1～ 

5.1Y～10Y 0～10 4.1～ 

その他（Ｎは除く） 0～10 2.1～ 

住宅地 0R～4.9Ｒ 5.0～10 

０～10 

2.1～4.0 

4.1～ 

5R～5Y 5.0～10 

０～10 

3.1～6.0 

6.1～ 

5.1Y～10Y 5.0～10 

０～10 

2.1～4.0 

4.1～ 

その他（Ｎは除く） 5.0～10 

０～10 

1.1～2.0 

2.1～ 

工業地・港湾 0R～4.9Ｒ 0～4.9 

０～10 

0～4.0 

4.1～ 

5R～5Y 0～4.9 

０～10 

0～6.0 

6.1～ 

5.1Y～10Y 0～4.9 

０～10 

0～4.0 

4.1～ 

その他 0～4.9 

０～10 

0～2.0 

2.1～ 

Ｎ 1.0～4.0 － 

歴史的景観 0R～4.9Ｒ 0～10 2.1～ 

5R～5Y 0～10 3.1～ 

5.1Y～10Y 0～10 2.1～ 

その他（Ｎは除く） 0～10 1.1～ 

※１ P35 の景観特性図による。 

※２ 日本工業規格（JIS）でも採用されており、色を色相（色合い）、明度（明るさ）、

彩度（鮮やかさ）の組み合わせによって表すもの。 

 

２）推奨色 

 「推奨色」は、地域の基調となっている自然景観や町並み景観と違和感が少なく、

現況の秩序を保つことが可能な色彩であり、地域の景観特性に応じて、次に示すとお

りとします。  
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【推奨色】 

地域の景観特性 
マンセル値 

色相 明度 彩度 

山地・丘陵地 5R～5Y 6.0～9.0 0.5～3.0 

海岸 0R～4.9Ｒ 7.0～8.0 0.5～1.0 

5R～5Y 7.0～9.0 0.5～2.0 

5.1Y～10Y 7.0～8.0 0.5～1.0 

その他 7.0～8.0 0.5～1.0 

N 7.0～9.5 － 

田園・集落地 5R～5Y 5.0～9.0 

5.０～7.9 

0.5～3.0 

3.1～4.0 

商業地 0R～4.9Ｒ 7.0～8.0 0.5～1.0 

5R～5Y 6.0～8.5 

6.0～7.9 

1.0～3.0 

3.1～4.0 

5.1Y～10Y 7.0～8.0 0.5～1.0 

その他 7.0～8.0 0.5～1.0 

N 7.0～9.5 － 

住宅地 5R～5Y 6.0～9.0 0.5～3.0 

Ｎ 7.0～9.0 － 

工業地・港湾 0R～4.9Ｒ 7.0～9.0 0.5～1.0 

5R～5Y 7.0～9.0 0.5～2.0 

5.1Y～10Y 7.0～9.0 0.5～1.0 

その他 7.0～9.0 0.5～1.0 

Ｎ 7.0～9.0 － 

歴史的景観 5R～5Y 3.0～9.0 0.5～3.0 

Ｎ 9.0～9.5 － 
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６－４ 景観形成重点地区等の設定  

（１）景観形成重点地区等の位置づけ 

景観計画区域（高岡市全域）における景観づくりの基準は、大規模建築物等に

限った緩やかな景観誘導を行うものです。 

そのため、高岡市においては、特に積極的に景観誘導を行う「景観形成重点地

区」、その周辺部となる「重点景観隣接地区」を設定し、それら地区において、

行為の制限基準の強化などを図ることによって、段階的な景観誘導を進めます。 

 

（２）景観形成重点地区等の指定の方法 

「景観形成重点地区」、やその周辺部となる「重点景観隣接地区」の指定にあ

たっては、地域住民との協働・協議による区域の範囲や基準の検討を行い、地域

住民相互の了解の上で決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市域全体 
景観に対する影響が著しい大規

模建築物・工作物を対象に、最低

限守るべき基準で景観誘導 

景観形成重点地区 
地元との協議等を経ながら決定

した建築物等を対象に、詳細な基

準で景観誘導 

重点景観隣接地区 
地元との協議等を経ながら決定

した建築物等を対象に、景観形成

重点地区の周辺部として必要な基

準で景観誘導 

主要な景観資源 
寺院、歴史的な町並み 等 

景観形成重点地区 
・主要な景観資源を囲む一宅地 

・法規制境界や地形地物等境界などで区切

られる最小限の範囲 

重点景観隣接地区 
・景観形成重点地区を囲む範囲 

・重点地区にアクセスする主要な経路沿線 

・法規制境界や地形地物等境界などで区切

られる最小限の範囲 

【各地区の範囲設定の考え方】 



 

 - 51 - 

   
第第第６６６章章章   行行行為為為ののの制制制限限限ににに関関関すすするるる事事事項項項   

第第第６６６章章章   行行行為為為ののの制制制限限限ににに関関関すすするるる事事事項項項   

 

６－５ 景観形成重点地区等の景観誘導の方向性 

（１）景観形成重点地区における景観誘導の方向性 

上位関連計画、アンケート結果、都市の変化要因と時代の潮流などを踏まえ、景観形成

重点地区の基本条件を整理するとともに、以下の 10 地域から景観形成重点地区を抽出し

ます。 

景観形成重点地区について、地区の背景となる概況、景観特性、景観形成の課題を整理

し、景観誘導の方向性・誘導項目の一例を示します。 

 

 

 

【景観誘導の方向性の例】 

地 域 名 
地域の 

主な属性 

景観特性 

（主な景観資源） 
地域の概要 景観形成の課題 景観誘導の方向性・誘導項目例 

高高岡岡中中心心市市街街地地  

・・  

近近世世高高岡岡のの  

文文化化遺遺産産群群地地域域 

歴史的な拠点性のある地域 

（歴史・遺産） 

・高岡古城公園 

・高岡大仏 

・瑞龍寺 

・前田利長墓所 
・高岡の中心市街地の北側に

位置し、様々な商業・業務

施設や沿道サービス施設

等が立地している。 

・駅前地区には、新しい住宅

街や商業施設等の立地も

見られる 

・古城公園の周辺には、住宅

地が形成されている。 

・世界遺産登録に向けた活動と連動し、歴

史性ある拠点空間としての景観誘導が

必要。 

 

・周辺地域の建物高さの抑制（眺望景観の確保） 

・屋外広告物規制（簡易除却徹底、禁止地域指定、屋

内広告に対する規制等） 

交流・集散拠点となる地域 

（都市・玄関口） 
・高岡駅 

・高岡市へ訪れる人々に高岡を印象付け

る特徴と魅力ある交流拠点として、中心

市街地活性化施策と連動した景観誘導

が必要。 

・建築物の色彩誘導（マンセル値による色彩範囲の規

定等） 

・屋外広告物規制（簡易除却徹底、禁止地域指定、屋

内広告に対する規制等） 

・緑量の確保（敷地内植樹、壁面・屋上緑化等） 

歴史的な広がりのある地域 

（歴史・町並み） 

・金屋町 

・山町筋 

 

・地区内に点在する様々な景観資源を有

機的に繋ぐ景観上の統一性・物語性を持

たせることが必要。 

・歴史的・景観的価値のある建築物の保護（景観重要

建造物等） 

・地域の歴史特性に応じた建築意匠等の基準設定（高

さ、正面の意匠、軒線の統一、素材等の誘導等） 

伏伏木木港港  

～～  

勝勝興興寺寺・・雨雨晴晴海海岸岸  

周周辺辺地地域域 

自然のパノラマを感じる地域 

（自然） 

・雨晴海岸 

 

・伏木の中心部に位置し、奈

良時代の国府（国分寺）や

一向一揆の拠点であった

といわれる勝興寺がある。 

・門前の町並みとして、歴史

性のある建物などが点在

して見られる。 

・駅前周辺に商業施設が見ら

れる以外は、大半が住宅と

なっている。 

・他に類を見ない特徴ある雨晴海岸の景

観を今後も保護・保全していくための規

制誘導が必要。 

・無秩序な開発抑制 

 

歴史的な拠点性のある地域 

（歴史・遺産） 

・勝興寺 

・越中国分寺跡 

 

・勝興寺をはじめとする周辺地域におい

て、歴史的な趣のある地域としての景観

誘導が必要。 

・周辺地域の建物高さの抑制（眺望景観の確保） 

・地域の歴史特性に応じた建築意匠等の基準設定（高

さ、正面の意匠、軒線・壁面線の統一、素材等の誘

導 等 

・屋外広告物規制（簡易除却徹底、禁止地域指定、屋

内広告に対する規制等） 

・緑量の確保（敷地内植樹、壁面・屋上緑化等） 

歴史的な広がりのある地域 

（歴史・町並み） 
・吉久地区 

・地区内に点在する様々な景観資源を有

機的に繋ぐ景観上の統一性・物語性を持

たせることが必要。 

・歴史的・景観的価値のある建築物の保護（景観重要

建造物等） 

・地域の歴史特性に応じた建築意匠等の基準設定（高

さ、正面の意匠、軒線の統一、素材等の誘導等） 

 

重点地区の基本条件（第３章 参照） 

①高岡市の顔・シンボルとなる場の景観づくり 
    中心市街地、古城公園、旧北陸街道、代表的な観光地など、高岡市の顔・シンボルとなる場の景観づくりを優先します。 

②世界遺産登録を目指した景観づくり 
近世高岡の文化遺産群としての世界遺産登録を見据え、高岡市を代表する地域として一体的な景観づくりを優先します。 

③交流拠点周辺を重視した景観づくり 
駅、ＩＣ、港など、多くの人が集まる交流拠点の景観づくりを優先します。 

④市民意識の向上に寄与する景観づくり 
景観づくりに対する市民の声が高い場の景観づくりを優先します。 
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【景観誘導の方向性の例】（つづき） 

地 域 名 
地域の 

主な属性 

景観特性 

（主な景観資源） 
地域の概要 景観形成の課題 景観誘導の方向性・誘導項目例 

福福岡岡駅駅  

～～  

旧旧北北陸陸街街道道  

・・  

岸岸渡渡川川沿沿線線  

地地  域域 

交流・集散拠点となる地域 

（都市・玄関口） 

・福岡駅 

 

・福岡の中心市街地部に位置

している。 

・旧北陸街道沿線には、歴史

性のある建物などが集積し

た町並みが見られる。 

・福岡駅をはじめ、人々の交

流拠点が立地している。 

 

・福岡地区へ訪れる人々に印象を与え

る特徴と魅力ある交流拠点としての

景観誘導が必要。 

 

・屋外駐車場の修景誘導（植樹推進、塀・生垣等に

よる目隠し 等） 

・建築物の色彩誘導（旧街道沿線と調和した建築意

匠の推奨 等） 

・屋外広告物規制（簡易除却徹底、禁止地域指定、

屋外広告に対する規制等） 

・緑量の確保（敷地内植樹、壁面・屋上緑化等） 

 

歴史的な広がりのある地域 

（歴史・町並み） 

・旧北陸街道 

 

・旧街道沿線において、歴史的な趣の

ある地域としての景観誘導が必要。 

 

・歴史的・景観的価値のある建築物の保護（景観重

要建造物等） 

・地域の歴史特性に応じた建築意匠等の基準設定

（高さ、正面の意匠、軒線・壁面線の統一、素材

等の誘導 等） 

 

自然のパノラマを感じる地域 

（自然） 
・岸渡川 

・四季の移ろいと潤いを感じさせる岸

渡川沿線の景観づくりが必要。 

・自然護岸の推奨（ビオトープ化） 

・緑量の確保（植樹、桜並木の維持管理 等） 

新新高高岡岡駅駅周周辺辺  

地地  域域 

交流・集散拠点となる地域 

（都市・玄関口） 

・新高岡駅 

・スポーツコア 

・おとぎの森公園 

・高岡イオン 

・高岡駅の南側に位置し、地

区内に新たな新高岡駅が整

備され、新しい交流拠点と

しての期待が高まってい

る。 

・地区周辺には大規模商業施

設が立地しており、地域内

外の人で賑わう 

・新高岡駅の整備に伴う新たな交流拠

点として適切な景観誘導が必要。 

・大規模商業施設やその周辺地域にお

ける秩序ある景観づくりに向けた規

制誘導が必要。 

・建築物の色彩誘導（マンセル値による色彩範囲の

規定等） 

・屋外駐車場の修景誘導（植樹推進、塀・生垣等に

よる目隠し 等） 

・屋外広告物規制（簡易除却徹底、禁止地域指定、

屋内広告に対する規制等） 

・緑量の確保（敷地内植樹、壁面・屋上緑化等） 
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（２）重点景観隣接地区における景観誘導の方向性 

重点景観隣接地区は、景観形成重点地区を包含する地域で、市全域の景観誘導

と景観形成重点地区における景観誘導を有機的につなぐ地域として設定します。 

重点景観隣接地区における景観誘導基準は、景観形成重点地区の基準に準じて

内容を定めます。 

 

１）地区の位置づけ 

景観形成重点地区を包含する景観誘導のバッファゾーン（緩衝地帯） 

・本地区は、「景観形成重点地区」を包含する範囲です。 

・重点的に景観を誘導していく「景観形成重点地区」と、緩やかに景観を誘導して

いく「市域全体」の景観誘導の格差を段階的に緩和します。 

 

景観形成重点地区の基準案に準ずる当該地区に必要な基準で景観誘導 

・本地区は、地元との協議等を経ながら、基準を定めます。 

・本地区における景観誘導基準は、「景観形成重点地区」の基準に準じて必要な内

容を定めます。 

 

２）景観誘導基準の基本的な考え方 

景観形成重点地区の基準に準ずる一段階緩和した基準を設定 

・本地区の景観誘導基準の程度は、「市域全体」より厳しく、「景観形成重点地

区」より緩やかな基準とします。 

・本地区の基準の程度（厳しさ、具体性）は、基準の程度を地元と検討しなが

ら決定します。 
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６－６ 景観形成重点地区等 

（１） 池の端通り景観形成重点地区 

 

１） 位置及び区域 

高岡市本丸町の一部。約３．２ha 

 

 

２） 地区の景観特性 

本地区は、宅地内の樹木や生け垣等、古城公園の緑に調和した豊かな緑の流れ

を感じさせる住宅地であることが特徴である。 

また、屋根は、棟方向の揃った瓦屋根の平入りタイプが多く、落ちついた家並

みとなっている。 

他方、古城公園という都市のオープンスペースに隣接していることや中心市街

地にも近く利便性の高い住みやすい住宅地であるが、空家や駐車場の増加が進み

つつあり、連続感や統一感の乏しい町並みになろうとしていた。 

こうした変化に対応しつつ、古城公園の緑と池の端濠に調和した落ちついた町

並み景観を守り育てていくことが重要である。 

このため、平成 12 年 3 月 15 日に旧条例に基づく都市景観形成地区に指定

し、地区景観形成基準を定めて、景観誘導を図ってきた地区である。 
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３） 良好な景観形成のための方針 

《目標》 

景観形成の目標 古城公園の自然と調和した、緑が多く瓦屋根が連続する風情

漂う落ちついた町並みを守り育てる。 

 

《景観誘導の基本的な考え方》 

 池の端濠という水と緑のオープンスペースに解放された天空率の高い場所

と調和させるため、緑の流れの連続性を創出することを基本とする。 

 落ちついた家並み景観の保持のため、屋根は瓦葺きを基本とする。 

 古城公園からの景観保持のため、建物のスカイラインを統一し、屋根勾配や

方向等も統一させることを基本とする。 

 町並みの連続感を持たせるために建物の外壁位置を揃えるよう努める。 

 外壁の色、質についても自然素材に準じたものとし、調和がとれるよう努め

る。 

 道路の交差部分に位置する建物は、妻面の表情が硬くならないよう努める。 

 生け垣を主体とした緑の流れを創出することを基本とする。 

 駐車場等の空地における景観的な配慮を行うことを基本とする。 

 建物に付属する設備機器やカーポート等の工作物は、露出させず、見えにく

くさせることを基本とする。 

 1階の外壁や軒先の表情を統一するよう努める。 

 道路から見る路地への視線にも配慮し、見通しに係る周囲の修景整備を図る

よう努める。 

 

４） 届出対象行為 

（景観法 第 16条 第 1項 第 1号・第 2号関係） 

１ 建築物又は工作物の新築、移転を行うもの。 

２ 建築物又は工作物の増築、改築で外観を変更する部分の面積が１㎡を超え

るもの。 

３ 建築物又は工作物の外観を変更することとなる修繕若しくは模様替え又

は色彩の変更で、外観を変更する部分の面積が外観に係る面積の２分の１

を超えるもの。 

（景観法 第 16条 第 1項 第 4号関係） 

４ 土地の区画形質の変更、水面の埋立て又は干拓で、その面積が 3,000 平

方メートルを超えるもので、行為に伴い高さが 5メートルを超え、かつ長

さ 10ｍを超える法面が生じるもの 

５ 屋外における物品の集積又は貯蔵で、行為の用に供される面積が 3,000

平方メートルを超え、かつ集積又は貯蔵の高さが３メートルを超えるもの。 

６ 鉱物の堀採又は土石の類の採取で、行為による地形の変更に係る土地の面

積が 3,000 平方メートルを超えるもので、行為に伴い高さが 5メートル

を超え、かつ長さ 10ｍを超える法面が生じるもの。 
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５） 景観づくりの基準 

 

① 建築物・工作物など 

事項 基準 
 

緩和措置 

共通事項 

古城公園の自然と調和した、緑が

多く瓦屋根が連続する風情漂う落ち

ついた町並みの景観形成を図る。 

 

建築物

等 

位置 

・敷地境界から後退させるよう努め、

隣接する建物の外壁や軒先をそろえ

る配慮をする。 

 

高さ 

・建物の高さは、第一種住居地域に

ついては１０ｍ以下、商業地域につ

いては１２ｍ以下とする。 

・３階建て以上の場合は、３階部を

通りからセットバックさせ圧迫感を

与えないようにする。 

 

形態 

・屋根は、勾配屋根とし切妻平入り

とする。 

・勾配は周囲と調和したものとし、

一階部分に小庇や下屋を設けるなど

町並みの連続性を配慮するととも

に、一体感を演出するデザインとす

る。 

 

素材 

・屋根は日本瓦葺とし、連続感を創

出する。 

・外壁は自然素材（木、漆喰、土壁）

とする。 

・屋根は落ち着きのある瓦葺と

し、連続感を創出する。 

・外壁は自然素材（木、漆喰、

土壁）を意識したものとする。 

色彩 

・瓦の色は黒色系を基調とする。 

・外壁の色は高岡市景観計画６－３

（３）で定める色彩基準の住宅地ま

たは歴史的景観特性の推奨色とし、

落ち着いた色調とする。 

 

設備 

・建物正面や屋上には設置しないこ

ととする。通りに面する位置での設

置がやむを得ない場合は建物に取り

込み、見えがかりに配慮し、周囲の

景観への配慮を行う。 

・やむを得ず通りに面する位置

に設置する場合は覆いをする

など見えがかりに十分配慮し、

建物本体との調和を保ち、周囲

の景観へ配慮する。 

・通りに面する屋根面への太陽光パ

ネルの設置は不可とする。 
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事項 基準 
 

緩和措置 

広告物等 

・自家用広告物のみとし、独立型や

突出型及び建物上部への設置は避け

る。 

 

・富山県屋外広告物条例における第

1 種禁止地域の基準を準用し、町並

みと調和のとれたものとする。 

・広告物の位置、形態、色彩を

町並みと調和のとれたものと

する。 

その他 

用途 
・地区のマイナスイメージをもたら

す用途の建築物は避ける。 

 

駐車場 

・通りに面する位置でのカーポート

等の設置は不可とする。 

・町並みの連続性を損なわないよう

に周囲に生け垣等を設け、通りから

駐車している車等が目立たないよう

にする。 

・新築、改築時は建物と一体化する

など駐車場の意匠に配慮し、通りか

ら駐車している車等が直接見えない

ようにする。 

・やむを得ず通りに面してカー

ポート等を設置する場合はカ

ーポート等が目立たないよう

通り沿いを緑化する。 

外構

（垣・さ

く・塀） 

・閉鎖的なブロック塀を避け、高さ

を揃えた生け垣等の設置に努める。 

 

緑化 
・通りに面する敷地には、積極的に

植栽を施し、緑の流れを作る。 
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② 土地の区画形質の変更（水面の埋立て及び干拓を含む。） 

事項 基準 

土地の形状 

・従来の地形をできる限り生かすよう工夫するとともに、大幅な

地形の改変が必要な場合は、主要な眺望点からの眺望を著しく

損なうことのないよう配慮する。 

土地の緑化 

・優れた樹木や樹林は、できる限り保存又は移植を行うほか、緑

の生育環境を整え、地域の環境等に応じた樹種等で緑化するよ

う配慮する。 

法面の外観 

・法面や擁壁は、規模を抑え、周囲の地形と滑らかに連続させる

ほか、自然素材等の仕上げや緑化を行うなど、周辺の景観への

影響を軽減するよう工夫する。 

 

③ 屋外における物品の集積又は貯蔵 

事項 基準 

集積又は 

貯蔵の方法 

・集積等は、高さを抑え、整然と行うなど、できる限りすっきり

と見えるよう工夫するほか、道路境界等から離すなど、歩行者

等に与える圧迫感を和らげるよう配慮する。 

遮へい 

・植栽等で遮へいし、出入口を目立たない位置に設けるなど、周

囲の道路から見えにくくするほか、主要な眺望点からの眺望を

損なわないよう配慮する。 

 

 

④ 鉱物の掘採又は土石の類の採取 

事項 基準 

遮へい 

・植栽等で遮へいし、出入口を目立たない位置に設けるなど、周

囲の道路から見えにくくするほか、主要な眺望点からの眺望を

損なわないよう配慮する。 

跡地の形状 

・地形の改変をできる限り小さくするよう配慮するとともに、法

面は、規模を抑え、周囲の地形と滑らかに連続するよう工夫す

る。 

跡地の緑化 

・掘採等が終了したところから、自然に近い緑の生育環境を整え、

地域の環境等に応じた樹種等を用いるなど、速やかに緑が復元

するよう工夫する。 
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（２） 旧北陸街道福岡景観形成重点地区 

 

１） 位置及び区域 

高岡市福岡町福岡、福岡町下蓑、福岡町福岡新の各一部。約７．３ha 
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２） 地区の景観特性 

本地区は、福岡中心市街地の中央に位置し、旧北陸街道に面する閑静な住宅地

を形成している。 

その製作技術が重要無形民俗文化財に指定されている菅笠は、江戸中期、加賀

藩が特産として奨励し、明治には旧街道沿いに菅笠問屋が６０戸建ち並んでいた。

当時使われていた屋号で呼び合う風習が今なお残り、３００余年の伝統を持つ奇

祭『つくりもんまつり』の舞台にもなっていることから、この町並みには、歴史

的な風情が色濃く残されており、日本遺産に認定された高岡市の構成文化財の１

つになっている。 

当時の面影を残す建物の特徴は、切妻平入り２階建て日本瓦葺きで、梁、垂木、

袖壁等が見えるデザインであり、壁面は道路から約１ｍ後退し、１階部分に下屋

等がある。また、窓・玄関には格子が施された建物が旧北陸街道の趣を醸し出し

ている。 

一方では、人口・世帯数の減少、高齢化の進展などにより、空家・空地の増加

が進み、連続性に乏しい町並みになりつつある。 

旧街道は昭和４７年に都市計画決定（１６ｍに拡幅）され、その後、平成２１

年８月１４日に住民の意向に基づき現道幅員に変更された。 

こうした変化に対応しつつ、現道を活かし車と歩行者が共存する、旧北陸街道

の歴史的な趣のある町並み景観を守り育てていくことが重要である。 

３） 良好な景観形成のための方針 

《目標》 

北陸街道の歴史的な趣が感じられ、歩いて楽しく、暮らしやすい町並みの景

観形成を図る。 

 

《景観誘導の基本的な考え方》 

 趣あるたたずまいの町並みの形成を目指す。 

 暮らしやすさを重視し、通りに住み続けることを目指す。 

 町並みが時代や住まい手のライフスタイルに合わせて変動することもある。 

４） 届出対象行為 

（景観法 第 16条 第 1項 第 1号・第 2号関係） 

１ 建築物又は工作物の新築、移転を行うもの。 

２ 建築物又は工作物の増築、改築で外観を変更する部分の面積が１㎡を超え

るもの。 

３ 建築物又は工作物の外観を変更することとなる修繕若しくは模様替え又

は色彩の変更で、外観を変更する部分の面積が外観に係る面積の２分の１

を超えるもの。 

（景観法 第 16条 第 1項 第 4号関係） 

４ 土地の区画形質の変更、水面の埋立て又は干拓で、その面積が 3,000 平

方メートルを超えるもので、行為に伴い高さが 5メートルを超え、かつ長

さ 10ｍを超える法面が生じるもの 

５ 屋外における物品の集積又は貯蔵で、行為の用に供される面積が 3,000

平方メートルを超え、かつ集積又は貯蔵の高さが３メートルを超えるもの。 

６ 鉱物の堀採又は土石の類の採取で、行為による地形の変更に係る土地の面

積が 3,000 平方メートルを超えるもので、行為に伴い高さが 5メートル

を超え、かつ長さ 10ｍを超える法面が生じるもの。 
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５） 景観づくりの基準 

 

① 建築物・工作物など 

事項 基準 
 

緩和措置 

共通事項 

北陸街道の歴史的な趣が感じら

れ、歩いて楽しく、暮らしやすい町

並みの景観形成を図る。 

 

建築物

等 

位置 

・建築物等の壁面線の位置は、軒先

や屋根面などを周辺の伝統的な建

物等の壁面線と揃える。 

・建築物等の壁面線の位置は、軒

先や屋根面などを周辺の伝統的

な建物と調和する位置とする。 

・建築物等の壁面線の位置が前面

道路より著しく後退している場

合は、壁面や軒の連続性を演出す

るため、塀などを設置する。 

高さ 

・建物の高さは、２階建て程度の高

さとする。 

・３階建て以上の場合は、３階以上

を通りからセットバックさせ通り

に空間的拡がりを感じさせるよう

配慮する。 

 

形態・意

匠 

・屋根は勾配屋根、切妻平入りとし、

軒高、軒の出は周囲と調和したもの

とする。 

・１階部分に下屋等を敷地間口の

1/2 以上設け、町並みの連続性に

配慮し、街道に面した 1 階部分の窓

には格子をつける。 

・角地や隣が駐車場になっているな

ど、建物の側面が見える場合は、妻

壁の外観に十分配慮する。 

 

 

・梁、垂木、袖壁等は、見えること

とする。 

・梁、垂木、袖壁等は、見えるよ

う努める。 

・街道に面した玄関は格子引戸とす

る。 

・街道に面した玄関は、格子意匠

のものとする。 

素材 

・屋根は日本瓦葺きとする。 

・外壁は自然素材（木、漆喰、土壁）

とする。 

・屋根は黒色系の素材のものとす

る。 

・外壁は自然素材（木、漆喰、土

壁）を意識したものとする。 
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事項 基準 
 

緩和措置 

建築物

等 
色彩 

・屋根は黒色系を基調とする。 

・外壁は高岡市景観計画６－３（３）

で定める色彩基準の住宅地または

歴史的景観特性の推奨色とし、落ち

着いた色調とする。 

・一つの建物に数多くの色を用いる

ことを避け、落ちついた雰囲気を醸

し出すよう、色調を統一する。 

 

その他 

設備 

・街道に面する位置を避けて設置す

る。やむを得ず街道に面する場所に

設置する場合は、目立たないよう覆

いを被せ、周囲になじむ色彩とす

る。 

 

・街道に面する位置での太陽光パネ

ルの設置は原則不可とする。 

・太陽光パネルを設置する場合、

色彩は黒または濃紺とし、低反射

なものとする。 

・太陽光パネルの設置高さは棟の

高さ以下とし、周囲の景観と調和

した意匠のものとする。 

広告物 

・富山県屋外広告物条例における第

1種禁止地域の基準を準用し、町並

みと調和のとれたものとする。 

・広告物は、集約化に努め、その

位置、形態、色彩、大きさなどは、

町並みと調和したものとする。 

車庫 

・カーポート等を通りに面する位置

での設置は不可とする。 

・インナーガレージ等とし、壁面の

連続性に配慮する。 

・シャッターや格子戸を設置して通

りから車等が見えないように努め

る。 

・色彩は、開口部の建具や外壁とな

じむ色合いとし、シャッターは木壁

意匠のものとする。 

・やむをえずカーポート等を通り

に面する位置で設置する場合は

下記すべてを満たすこととする。 

①色彩は黒または茶系色とする。 

②敷地内の建物壁面線と同程度

の後退位置とし、幅は建物間口の

1/2以下とする。 

駐車場 

・町並みの連続性を損なわないよう

に周囲に垣等を設けるか、建物と一

体化するなど駐車場の意匠に配慮

し、通りから駐車している車等が見

えないように努める。 

 

外構 

・塀を設置する場合は大和塀を意識

した意匠とする。 

・さく、塀などは、素材や色彩を

周囲の景観に調和したものとす

る。 
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② 土地の区画形質の変更（水面の埋立て及び干拓を含む。） 

事項 基準 

土地の形状 

・従来の地形をできる限り生かすよう工夫するとともに、大幅な

地形の改変が必要な場合は、主要な眺望点からの眺望を著しく

損なうことのないよう配慮する。 

土地の緑化 

・優れた樹木や樹林は、できる限り保存又は移植を行うほか、緑

の生育環境を整え、地域の環境等に応じた樹種等で緑化するよ

う配慮する。 

法面の外観 

・法面や擁壁は、規模を抑え、周囲の地形と滑らかに連続させる

ほか、自然素材等の仕上げや緑化を行うなど、周辺の景観への

影響を軽減するよう工夫する。 

 

③ 屋外における物品の集積又は貯蔵 

事項 基準 

集積又は 

貯蔵の方法 

・集積等は、高さを抑え、整然と行うなど、できる限りすっきり

と見えるよう工夫するほか、道路境界等から離すなど、歩行者

等に与える圧迫感を和らげるよう配慮する。 

遮へい 

・植栽等で遮へいし、出入口を目立たない位置に設けるなど、周

囲の道路から見えにくくするほか、主要な眺望点からの眺望を

損なわないよう配慮する。 

 

④ 鉱物の掘採又は土石の類の採取 

事項 基準 

遮へい 

・植栽等で遮へいし、出入口を目立たない位置に設けるなど、周

囲の道路から見えにくくするほか、主要な眺望点からの眺望を

損なわないよう配慮する。 

跡地の形状 

・地形の改変をできる限り小さくするよう配慮するとともに、法

面は、規模を抑え、周囲の地形と滑らかに連続するよう工夫す

る。 

跡地の緑化 

・掘採等が終了したところから、自然に近い緑の生育環境を整え、

地域の環境等に応じた樹種等を用いるなど、速やかに緑が復元

するよう工夫する。 
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ののの指指指定定定ののの方方方針針針   

（景観法第 8 条第 2項第 3 号） 

７－１ 景観重要建造物の指定の方針  

 

（１）指定の方針 

歴史的・技術的な価値のあるものや、地域で広く親しまれるものなど、外観が

景観上特に優れている建築物は、良好な景観を形成する上でこれを守り、活かし

ていくことが望まれます。 

このため、高岡市は、景観上重要な建造物について、「景観重要建造物」に指

定するものとします。 

 

（２）指定の基準 

高岡市の良好な景観を形成する上で重要と認められ、公共の場所から容易に見

ることができる建造物で、以下のいずれかに該当するものを景観重要建造物とし

て指定し、積極的な保全・活用を図ります。 

また、指定にあたり、既に登録文化財や高岡市町並み保存・都市景観形成に関

する条例による歴史的意匠建造物等に指定されている建造物は，景観重要建造物

の指定の参考とします。 

 

高岡市町並み保存・都市景観形成に関する条例による歴史的意匠建造物 

・高岡商工会議所伏木支所（旧伏木銀行）   ・清都酒造場 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＜指定の基準＞ 

○歴史的景観に寄与しているもの 

○優れたデザインを有しており、造形の規範になっているもの 

○再現が容易でなく、良好な景観形成上、保全する価値があると判断される

もの 

○景観上、地域のシンボル的な存在となっているもの 

○市民に広く親しまれ、保全する価値があると判断されるもの 

○文化財等に指定されるなど、歴史的な価値があると認められるもの 

 

（３）指定の方法 

景観重要建造物の指定にあたっては、良好な景観形成に重要と認められる形

態・意匠の有無や、建造物の維持保全の状態等を確認します。 

建造物の存在する地元（所有者を含む）の意見を聞き、所有者の同意を得ます。 

意匠、建築史、景観等に関連する分野の専門家や第三者機関の意見を聞き、指

定の妥当性を検証します。 



 

 - 65 - 第第第７７７章章章   景景景観観観重重重要要要建建建造造造物物物・・・景景景観観観重重重要要要樹樹樹木木木   

ののの指指指定定定ののの方方方針針針   

   
第第第７７７章章章   景景景観観観重重重要要要建建建造造造物物物・・・景景景観観観重重重要要要樹樹樹木木木ののの指指指定定定ののの方方方針針針   

 

７－２ 景観重要樹木の指定の方針  

 

（１）指定の方針 

高岡市や地域の情景を特徴づけ、市民に親しまれる樹木は、良好な景観を形成

する上でこれを守り、活かしていくことが望まれます。 

このため、高岡市は、景観上重要な樹木について、「景観重要樹木」に指定す

るものとします。 

 

（２）指定の基準 

高岡市の良好な景観を形成する上で重要と認められ、公共の場所から容易に見

ることができる樹木で、以下のいずれかに該当するものを景観重要樹木として指

定し、積極的な保全・活用を図ります。 

また、指定にあたり、高岡市緑化条例による保存樹木等に指定されている樹木

は、景観重要樹木の指定の参考とします。 

 

高岡市緑化条例による保存樹木（平成 28年３月現在） 

・高岡市緑化条例による保存樹木  １６５本 

 

 

   ＜指定の基準＞ 

○樹容が景観上優れているもの 

○周辺の町並みの景観に調和しているもの 

○樹木固有の形状を保っている又は剪定等により良好な形状を保っているもの 

○景観上、地域のシンボル的な存在となっているもの 

○市民に広く親しまれ、保全する価値があると認められるもの 

 

（３）指定の方法 

景観重要樹木の指定にあたっては、良好な景観形成に重要と認められる樹容や、

樹木の維持保全の状態等を確認します。 

樹木の存在する地元（所有者を含む）の意見を聞き、所有者の同意を得ます。 

植物等に関連する分野の専門家や第三者機関の意見を聞き、指定の妥当性を検

証します。 
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８－１ 屋外広告物に関する事項  

（景観法第 8 条第 2項第 4 号イ） 

 

景観づくりに大きな影響を与える屋外広告物は、建築物や工作物に関する行為

の制限とあわせて、その表示及び掲出物件の設置に関する行為の制限を定める必

要があります。 

高岡市においては、富山県屋外広告物条例（昭和 39年 4月 1日 富山県条

例第 66号）に準じ、良好な景観形成、風致の維持、公衆に対する危害を防止し

ています。 

良好な景観形成に向けた屋外広告物の規制・誘導にあたっては、富山県との調

整を図りながら、必要な規制誘導を検討、充実するものとします。 

また、屋外広告物の適切な規制・誘導のため、現状の屋外広告物の状況（違反

広告の分布状況、路線別広告物の設置状況等）を調査し、必要な規制の検討を行

うための基礎資料を整理します。 

さらに、重点地区においては、各地区の景観特性を踏まえ、町並みや建築物と

の整合・調和に配慮するよう、屋外広告物の表示及び掲出物件の設置に関する行

為制限を含めて検討します。 

 

 

 

８－２ 景観重要公共施設に関する事項  

（景観法第 8 条第 2項第 4 号ロ） 

 

（１）景観重要公共施設の整備に関する方針 

富山県において、富山県景観条例第 21条に基づき、「富山県公共事業の景観

づくり指針」が策定されており、公共施設の整備にあたっては、これに準じた景

観配慮に努めるよう、誘導されています。 

高岡市における公共施設の整備においても、本指針の準用を徹底し、地域の自

然、歴史、文化等の特性、周辺の町並みとの調和及び県民に親しまれる山岳、海

岸、田園等の景観に配慮した公共事業を推進することとします。 

 

（２）景観重要公共施設としての位置づけ 

景観形成上重要な景観要素となる道路、河川、公園等の公共施設について、公

共施設管理者との協議等を行いながら、必要に応じて、景観重要公共施設にして

いくこととします。 
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８－３ 景観農業振興地域整備計画に関する事項 

（景観法第 8 条第 2項第 4 号ニ） 

 

高岡市の農業は、豊かな自然環境の中で、多様で生産効率の高い農業形態とな

っています。 

このなかで、西山丘陵地に点在する棚田や、その裾野における史跡と調和した

農村集落、庄川扇状地に湧き出る湧水群、砺波平野につながる散居性村落等の農

業生産と一体となった田園風景は本市の良好な農村景観となっています。 

本計画においては、景観農業振興地域整備計画に関する基本的な方針を以下の

とおりとします。具体的な内容は、「景観農業振興地域整備計画」で定めること

とします。 

なお、計画の策定にあたっては、富山県及び高岡市の農業振興施策との整合を

図るとともに住民の理解のもと、農村景観と調和のとれた良好な営農条件の確保

に努めます。 

 

＜景観農業振興地域整備計画に定める事項＞ 

○区域 

○景観と調和のとれた土地の農業上の利用 

○農業生産基盤の整備・開発 

○農用地等の保全 

○農業の近代化のための施設 

 

 

 

 

 

８－４ 自然公園法の許可基準に関する事項  

（景観法第 8 条第 2項第 4 号ホ） 

 

自然公園法に基づく自然景観保護と併せ、良好な景観づくりのために必要な上

乗せの許可基準を段階的に定めることとします。 

自然公園法に基づく対象地域の現状を調査し、上乗せの基準として必要な項目

を調査するとともに、関係機関と調整しながら基準の設定に努めます。 
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９－１ 計画の実現に向けた役割 

景観は、人々の営みの積み重ねによって形づくられるものであるとともに、高

岡市に暮らす人々全てが景観づくりの担い手であることから、景観づくりを進め

るにあたっては、行政のみならず、市民や事業者との協働によって取り組むこと

が重要です。 

したがって、市民、事業者、行政の立場を明確にし、役割を分担することで、

効果的かつ具体的な景観づくりに取り組みます。 

 

主体 役割 

市民 

市民は、自身の主体的な活動が高岡市の景観づくりに果たす役割が大

きいことを認識し、積極的に景観形成に参加・協力します。 

○高岡市景観計画をはじめとする景観施策の認識・理解 

 ○自己の建築物等の景観的配慮や敷地内における環境美化・緑化 

 ○景観づくりの場や機会への参加 

○協定づくりなど、主体的な景観づくりに向けた取り組みの実践 

事業者 

事業者は、事業活動が高岡市の景観形成に果たす役割が大きいことを

認識し、市民と同様に地域社会の一員として地域の景観形成に積極的に

参加・協力します。 

○高岡市景観計画をはじめとする景観施策の認識・理解 

○自己の建築物等の景観的配慮や敷地内における環境美化・緑化 

○景観づくりの場や機会への参加 

○景観的に配慮した事業等の推進 

専門家 

まちづくりや景観などの専門家（大学等教育研究機関、設計者、施工

者、関連業界の各団体、ＮＰＯ等）は、高岡市の景観形成の正しい方向

を誘導する重要な役割を担うことを認識し、それぞれの分野・立場から

積極的に提案等を行なうとともに、地域社会の一員として地域の景観形

成に積極的に参加・協力します。 

○専門的な立場から市民等への景観に関する提案 

○専門的見地から行政・市民等の良好な景観形成に向けた活動に協力 

○景観づくりの場や機会への参加 

行政 

行政は、高岡市の景観形成に関する総合的な施策を進めるとともに、

民間のモデルとなるような先導的な役割を担います。 

○高岡市景観計画をはじめとする景観施策の普及・啓発 

○市民・事業者の景観に対する意識向上のためのＰＲ活動 

○景観づくりについて学ぶ場や機会の提供 

○市民・事業者の景観に関する活動の支援 

○公共施設などにおける民間のモデルとなる魅力的な景観の創出 

○教育機関と連携した景観づくり教育の実践 
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９－２ 段階的な景観計画の充実・強化 

高岡市の景観形成にあたっては、景観計画の策定による景観誘導と併せ、様々

な情報提供等による市民の意識啓発等を図りながら、段階的に景観誘導を充

実・強化していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当初段階） 市全域を対象とした景観計画に基づく景観誘導 

● 景観計画の策定と運用 

・景観法に基づく景観計画を定め、良好な景観形成に向けた規制誘導を展開する。 

・景観計画の対象となる景観計画区域は、「高岡市全域」を対象とします。 

● 市民や事業者への意識啓発 

・景観計画による景観誘導体制の説明をはじめ、高岡市の良好な景観資源や歴史

など、世界遺産登録等の活動と連動しながら、市民や事業者に対し、景観形成

に向けた意識啓発を図ります。 

 

発展段階） 景観計画の充実・強化に向けた事前準備、活動 

● 景観計画の充実に向けた事前調査等の実施（屋外広告物の状況調査等） 

・市独自の視点から、景観法に基づく景観計画における行為の制限事項を段階的

に充実・強化を図ります。 

・このため、制限内容の充実強化を図るために必要となる事前調査を積極的に展

開します。 

・特に、景観形成重点地区の候補地を基本に、屋外広告物の状況や建物の立地動

向、建物高さの状況等について、現況調査と今後の景観誘導方針の検討を進め

ます。 

● 景観計画の充実に向けた地域別の展開 
（景観形成重点地区等における地域住民との活動展開） 

・地域の特性に応じたきめ細かな景観誘導等を図るため、景観形成重点地区の候

補地を基本に、地域住民を交えた様々な活動を展開します。 

・活動としては、地域の景観資源の把握や景観形成の重要性に関する勉強会、地

域のマップづくりやワークショップなどを多角的に展開します。 

 

最終段階） 景観計画の充実・強化等によるきめ細かな景観誘導の実践 

● 高岡市独自の景観誘導に向けた施策の充実・強化 

・発展段階での活動を通し、屋外広告物に対する一定の景観誘導基準の追加や、

重点地区における地域の特性に応じたきめ細かな景観誘導の基準など、景観計

画をはじめとする景観誘導施策の充実・強化を図ります。 

・さらに、文化財や農業振興、観光交流など、関係課と連携しながら、良好な景

観形成に向けたさらなる施策等を検討し、必要に応じて景観計画の充実・強化

を図ります。 
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１ 市民アンケートの概要 

（１）市民アンケート調査の目的 
市民アンケートは、「景観法」に基づく景観計画の策定にあたり、市民が普段

感じている高岡らしい景観や改善すべき景観について、市民の評価、認識等を把

握し、景観計画の内容を検討する際の基礎資料とすることを目的として、平成

19 年２月に実施しました。 

 

 

（２）市民アンケート調査の方法 

市民アンケートは、３つの地域・対象者によって実施しており、その地域・対

象、また、各々の配布数・回収数・回収率は、以下の通りです。 

 

①高岡市全域・20歳以上の男女を対象とした「無作為抽出市民」 

②山町筋、吉久地区、金屋町、池の端、福岡町の５つの「まちなか地区住民」 

③市内に立地する高校・大学のうち、抽出された８高校、２大学に在籍する「高校

生・大学生」 

 

      配布数 回収数 回収率 

①無作為抽出市民 2,988 1,276 42.7％ 

②まちなか地区住民 100 90 90.0％ 

③高校生・大学生 420 350 83.3％ 
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２ 市民アンケート結果の概要 

（１）景観に対する愛着・誇りについて 

 

 

 

 

「誇りや愛着を感じている」との回答は、まちなか地区住民が 61.1％と最も

高い割合を示しています。一方、高校生・大学生の回答は 12.0％にとどまって

おり、また、「特に誇りや愛着を感じない」との回答が 23.1％を占めているこ

とからも、高校生・大学生等の若年層には、高岡市の景観に対する誇りや愛着心

が比較的低い傾向にあることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高岡市の景観に対する愛着・誇りについて

28.5

61.1

12.0

48.3

30.0

17.7

4.4

3.7

36.0 23.1 24.6

2.2

4.3

1.8

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無作為抽出市民

まちなか地区住民

高校生・大学生

誇りや愛着を感じている

誇りや愛着を少し感じている／時々感じる

特に誇りや愛着を感じない

わからない

回答なし

誇りや愛着を感じている 

誇りや愛着を少し感じている／時々感じる 

特に誇りや愛着を感じない 

わからない 

回答なし 

若年層では、景観に対する愛着・誇りが低い 
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（２）高岡市の景観資源の魅力度評価 

 

 

 

魅力度の高い景観、低い景観は、無作為抽出市民、まちなか地区住民、高校生・

大学生でおおむね共通していることがうかがえます。 

ただし、「海辺の景観」、「社寺や史跡が残る景観」の高校生・大学生の評価は、

無作為抽出市民、まちなか地区住民よりも低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（魅力度評価の算出方法） 
「とても魅力的」を 20 点、「やや魅力的」を 10 点、「どちらともいえない」を 0 点、「あまり魅

力的でない」を－10 点、「魅力的でない」を－20 点、として、それぞれの回答数にこれらの点数を

掛け合わせた総数を総人数から“回答なし”分を差し引いた数で割り、魅力度のポイントを算出。 

「海辺の景観」、「社寺や史跡が残る景観」に対して魅力を感じている 

高岡市の景観を形成している各種資源の魅力度
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（３）高岡市において最も高岡らしいと感じる景観 

 

 

 

 

最も「高岡らしいと感じる景観」について自由回答方式によりたずねた結果、

無作為抽出市民、まちなか地区住民、高校生・大学生のそれぞれの上位の回答結

果は下のグラフに示すようになっています。 

これをみると、「古城公園」、「雨晴海岸」、「高岡大仏」、「金屋町の町並み」が

共通して最も高岡らしい景観として挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最も高岡らしいと感じる景観 〔一般市民〕

302

160

138

85

83

0 50 100 150 200 250 300 350

古城公園

雨晴海岸

高岡大仏

瑞龍寺

金屋町の町並み

(票)

最も高岡らしいと感じる景観〔無作為抽出市民〕 

最も高岡らしいと感じる景観 〔まちなか地区住民〕

27

14

10

9

7

0 5 10 15 20 25 30

古城公園

金屋町の町並み

歴史的・伝統的な町なみ

が残る景観

山町筋

海辺の景観

(票)

歴史的・伝統的な町並み 

が残る景観 

最も高岡らしいと感じる景観 〔高校生・大学生〕

46

26

19

16

15

0 10 20 30 40 50

高岡大仏

古城公園

雨晴海岸

田園や散居村などが

広がる景観

山なみの景観

(票)

「古城公園」、「雨晴海岸」、「高岡大仏」、「金屋町の町並み」を最も高岡らし

いと感じている 
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（４）高岡市において最も景観を阻害しているもの 

 

 

 

 

最も「景観を阻害しているもの」について自由回答方式によりたずねた結果、

無作為抽出市民、まちなか地区住民、高校生・大学生のそれぞれの上位の回答結

果は下のグラフに示すようになっています。 

これをみると、いずれも「空ビル・空家・老朽化した建物の放置」が、最も景

観を阻害している要因のトップに挙げられています。また、「建物に据えつけら

れた過度な看板や広告表示」、「シャッター通り」、「野ざらしになっている廃棄物

やスクラップ」が共通して景観阻害要因として挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「空ビル・空家・老朽化した建物の放置」が最も景観を阻害していると感じて

いる 

最も景観を損ねているもの 〔高校生・大学生〕

44

23

21

15

13

0 10 20 30 40 50 60

空ビル・空家・老朽化した建物の放置

ポイ捨てされたゴミ

歩道や駅前に停められた自転車の乱立

宅地開発等による山肌の露出、緑の減少

野ざらしになっている廃棄物やスクラップ

(票)

最も景観を損ねているもの 〔まちなか地区住民〕

20

7

4

4

3

0 5 10 15 20 25 30

空ビル・空家・老朽化した建物の放置

シャツター通り

建物に据えつけられた過度な看板や広告表示

絡みあうように張り巡らされた電線

駅前の空きビル、空き店舗

(票)

最も景観を損ねているもの 〔一般市民〕

343

83

59

51

47

0 100 200 300 400

空ビル・空家・老朽化した建物の放置

建物に据えつけられた過度な看板や広告表示

商店街のシャッター通り

野ざらしになっている廃棄物やスクラップ

高岡駅前のさびれた景観

(票)
最も景観を損ねているもの〔無作為抽出市民〕 
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（５）ルールづくりについて 

 

 

 

 

 

ルールづくりについては、無作為抽出市民、まちなか地区住民、高校生・大学

生ともに、「全市的に緩やかなルールを設け、加えて高岡らしい場所、観光地等

の重要な地区について厳しいルールを設けるべきだ」という回答が最も多く、次

いで「高岡らしい場所、観光地等の重要な地区に限り、ルールを設けるべきだ」

となっており、景観づくりに向けた一定のルール設定の必要性については、共通

の認識にあることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルールづくりについて

6.6

5.6

44.7

44.4

35.7

12.5

17.8

13.1

27.1

25.6

20.0

3.4

1.1

8.017.4

1.5

1.1

0.9

4.2

4.4

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無作為抽出市民

まちなか地区住民

高校生・大学生

全市的に厳しいルールを設ける 全市的に穏やかなルールを設け、

全市的に穏やかなルールのみを 重要な地区に限り、

ルールは設けないほうがよい その他

回答なし

全市的に厳しいルールを設けるべきだ 
全市的に緩やかなルールを設け、加えて重要な
地区について厳しいルールを設けるべきだ 

ルールは設けないほうがよい 

重要な地区に限り、ルールを設けるべきだ 全市的に緩やかなルールのみを設けるべきだ 

その他 

回答なし 

「全市的に緩やかなルール」＋「重要な地区に厳しいルール」による景観誘導

を必要と感じている 
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（６）景観づくりのために、行政が取り組んでいくべきこと 

 

 

 

 

景観づくりのために、行政が取り組んでいくべきことについては、無作為抽出

市民、まちなか地区住民、高校生・大学生ともに、「景観づくりの目標や指針を

明らかにする」との回答が最も多くなっており、特に、まちなか地区住民は

73.3％と高い割合を示しています。 

また、まちなか地区住民においては、「市民の景観づくりを支援するしくみ、

制度をつくる」や「建物や広告・看板の形態や色彩等について拘束力のあるルー

ルを設ける」、「良好な景観づくり活動に対する補助金などの金銭的支援を行う」

との回答割合が、無作為抽出市民、大学生・高校生よりもそれぞれ高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観形成のために、行政が取り組んでいくべきこと

0 20 40 60 80

景観づくりの目標や指針を明らかにする

公共事業の実施に対する景観への配慮を行うための

体制・ガイドラインを設ける

市民の景観づくりを支援するしくみ、制度をつくる

景観づくりのリーダーとなる人材を育てる

建物や広告・看板の形態や色彩等について拘束力のある

ルールを設ける

良好な景観づくり活動に対する補助金などの金銭的支援を

行う

良好な景観づくり活動に対する専門家の派遣などの

技術的支援を行う

良好な景観づくり活動を進める上で必要となる情報や

資料のまとめ・提供を行う

シンポジウム・講演会・研修会など、良好な景観づくりを学ぶ

機会を設ける

学校教育の場において、良好な景観づくりの啓発のための

授業などを導入する

特にない

その他

回答なし

(％)

無作為抽出市民 まちなか地区住民 高校生・大学生

体制・ガイドラインを設ける 

行政が「景観づくりの目標や指針を明らかにする」ことを最も求めている 
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（７）今後参加してみたい景観づくり活動 

 

 

 

 

今後参加してみたい景観づくり活動では、無作為抽出市民と高校生・大学生は、

「地域や家庭で花や緑を増やす」との回答が最も多いのに対し、まちなか地区住

民は、「まち歩きなどのイベントを通じて、身近な景観資源を知る」との回答が

最も多くなっています。 

また、無作為抽出市民、まちなか地区住民については、「地域の公園や道路な

ど身近な環境美化を近所の人と協力して行う」との回答も高い割合を示していま

す。 

一方、高校生・大学生については、「参加するつもりはない」との回答割合が

23.1％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後参加してみたい景観づくり活動

0 10 20 30 40 50 60

自分の家や事業所を周囲の景観に調和したようにする

地域の公園や道路など身近な環境美化を近所の人と協力して行う

地域や家庭で花や緑を増やす

景観に関するセミナーなどに参加する

公共サインや街路灯など公共施設のデザイン提案や検討の場に

参加する

良好な景観を守るためのルールづくりやその運営に参加する

景観づくりに関する基金や団体などに寄付をする

まち歩きなどのイベントを通じて、身近な景観資源を知る

参加するつもりはない

その他

回答なし

(％)

無作為抽出市民 まちなか地区住民 高校生・大学生

参加する 

「地域や家庭で花や緑を増やす」や「身近な景観資源を知る」活動への参加

意欲が高い 
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３ 市民アンケート結果の総括 

（１）若年層で低い、高岡の景観への愛着と誇り 

無作為抽出市民、まちなか地区住民に比べて、高校生・大学生や在住年数の短

い市民は、高岡市の景観に対する誇りや愛着心が薄い傾向にあります。 

このため、高岡市の魅力ある景観資源を、市内外にも積極的にＰＲしていくこ

とをはじめとして、若年層や在住年数の短い人々にとっても、誇りや愛着心がも

てるような魅力ある景観づくりや、市民の自主的な景観づくり活動の推進、支援

など、老若男女のあらゆる市民が景観づくりへの関心や愛着心が持てるような取

り組みを推進することが必要です。 

 

（２）自然や歴史資源への高い魅力と、拠点都市施設周辺に対する魅力の低さ 

海辺の景観、社寺や史跡が残る景観への魅力を高く感じている反面、「駅前に

ひらけた商業地の景観」、「幹線道路沿いに店舗が建ちならぶ景観」、「新しくつく

られた町並みの景観」については、市民や来訪者の目に多く触れる場所でありな

がら、魅力度が低い結果となっています。 

このため、これら施設周辺等の修景整備や町並み整備など、景観の魅力向上に

向けた取り組みを推進することが必要です。 

 

（３）高岡市の景観を最も阻害している「空ビル・空家・老朽化した建築」 

高岡市の景観を阻害しているものとして「空ビル・空家・老朽化した建物の放

置」が最も上位に挙げられており、市街地の活性化と連動した景観づくりの展開

を推進することが必要です。 

 

（４）景観づくりに向けたルールの導入への理解 

景観づくりに向けたルールづくりの導入については、「全市的に緩やかなルー

ルを設け、加えて高岡らしい場所、観光地等の重要な地区について厳しいルール

を設けるべきだ」との回答が最も多く占めており、良好な景観づくりに向けたル

ールづくりは必要と認識している上で、重要な地区には重点的な規制誘導を行う

ことへの理解があることから、景観法の積極的な活用を展開していくことが必要

です。 

 

（５）市民が共通して願う「景観づくりの目標や指針」 

景観づくりのために行政が取り組んでいくべきこととして、「景観づくりの目

標や指針を明らかにする」との回答が最も多い結果となっています。 

景観計画の検討を通して、景観づくりの目標や指針を明らかにし、行政や事業

者、市民が一体となって高岡市の良好な景観づくりを推進することが必要です。 

 

（６）身近なところから始める、市民の景観づくりへの参加意欲 

今後参加してみたい景観づくり活動として、「地域や家庭で花や緑を増やす」、

「身近な景観資源を知る」といった回答が上位を占めています。 

景観法による規制誘導と併せて、誰もが身近なところから、気軽に景観づくり

に参加できるような施策展開を推進することが必要です。
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 高岡市景観計画策定委員会委員名簿 

   （敬称略） 

  氏 名  団体名・所属名 備考 

委 員 長 竺 覚暁 金沢工業大学教授 
高岡市町並み保存・都市景観 

審議会委員 

副委員長 坂本 英之 金沢美術工芸大学教授 

高岡市町並み保存・都市景観 

審議会委員 

（旧福岡町景観づくり基本計画

策定委員会委員） 

委   員 

上森 晃 
高岡市緑化審議会副会長 

高岡市農業委員 

（旧福岡町景観づくり基本計画

策定委員会委員） 

大熊 敏之 富山大学芸術文化学部准教授 
高岡市町並み保存・都市景観

審議会委員 

大野 嵩 
高岡市都市計画審議会委員 

福岡まちづくり協議会会長 

高岡市町並み保存・都市景観

審議会委員 

（旧福岡町景観づくり基本計画

策定委員会委員） 

北川 芳子 地域女性ネット高岡 書記   

清水 彰 富山県屋外広告物美術協同組合理事   

関 久幸 高岡市観光協会副会長   

竹島 健 
高岡市連合自治会副会長 

福岡地域づくり連絡協議会会長 
  

中山 真由美 グラフィックデザイナー 
高岡市町並み保存・都市景観

審議会委員 

山中 路代 
富山県建築士会理事 

高岡市都市計画審議会委員 
  

山本 務 
高岡商工会議所観光文化国際常任委員

会委員長 

高岡市町並み保存・都市景観

審議会委員 

 

 高岡市景観計画策定、変更等の経緯 

開催・実施日 開催・実施事項 主な検討内容等 

平成 18年 5月 19日 景観行政団体になる旨の県協議 ○ 都計第 55号〔景観法第 7条第 1項ただし書き〕 

平成 18年 5月 29日 景観行政団体になる旨の知事同意 ○ 建第465号 〔景観法第7条第1項ただし書き〕 

平成 18年 6月 1日 景観行政団体になる日を公示 ○ 高岡市告示第176号  〔景観法第 7条第７項〕 

平成 18年 7月 1日 景観行政団体になる  

平成 18年 9月 8日 高岡市町並み保存・都市景観審議会 ○ 景観行政団体としての取り組み 

平成 19年 2月 6日 高岡市町並み保存・都市景観審議会 

○ 景観づくりの方向  

○ 景観計画の検討体制 

○ アンケート内容 
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開催・実施日 開催・実施事項 主な検討内容等 

平成 19年 2月 市民アンケートの実施 

○ 一般市民（高岡市全域・20 歳以上の男女を

対象とした無作為抽出） 

○ まちなか地区の住民（山町筋、吉久地区、金

屋町、池の端、福岡町） 

○ 高校生・大学生（市内に立地する高校・大学

のうち、抽出された８高校、２大学） 

〔景観法第 9条第 1項〕 

平成 19年 3月 15日 高岡市町並み保存・都市景観審議会 ○ アンケート結果のまとめ 

平成 19年 6月 27日 第１回 景観計画策定委員会 

○ 委員会の位置づけ、役割、検討事項の確認 

○ 景観計画の骨格・方向性の確認 

○ アンケート結果等による景観形成上の課題 

平成 19年 8月 27日 第２回 景観計画策定委員会 
○ 他都市における景観計画の概要 

○ 高岡市の景観特性の分類、課題 

平成 19年 12月 6日 第３回 景観計画策定委員会 

○ 現地見学 

○ 高岡市の景観特性と課題 

○ 優先的に取り組む課題 

平成 20年 1月 28日 第４回 景観計画策定委員会 

○ 高岡市の景観計画の概要、景観計画の区域、

市域全体の景観基準 

○ 景観形成重点地区の景観基準、その他景観計

画で示す項目 

平成 20年 2月 25日 第５回 景観計画策定委員会 

○ ヒアリング結果の概要 

○ 市域全体の景観誘導案 

○ （仮称）景観形成重点地区等の景観誘導案 

○ その他の規定事項 

平成 20年 3月 11日 第６回 景観計画策定委員会 高岡市景観計画（素案）の提示 

平成 20年 3月 17日 高岡市町並み保存・都市景観審議会 高岡市景観計画（素案）の報告 

平成 20年 5月 1日～ 

平成 20年 5月 30日 
パブリックコメント 高岡市景観計画（素案） 〔景観法第 9条第 1項〕 

平成 20年 6月 21日 住民説明会 （伏木福祉会館） 
【講演】竺 教授（金沢工業大学教授・工学博士） 

○ 景観とは何か、景観の種別、景観の価値判断

良し悪し 

【住民説明会】      〔景観法第 9条第 1項〕 

○ 景観保全・施策の必要性 

○ 高岡市景観計画の概要 

○ 景観計画の活用に向けて 

平成 20年 6月 24日 
講演及び住民説明会 （ウイング・

ウイング高岡） 

平成 20年 6月 26日 住民説明会 （戸出福祉会館） 

平成 20年 6月 28日 
住民説明会 （高岡市ふくおか総合

文化センター・Ｕホール） 

平成 20年 6月 30日 住民説明会 （ふれあい福祉センター） 

平成 20年 7月 25日 事業者説明会 

【事業者説明会】       〔景観法第 9条第 1項〕 

○ 高岡市景観計画の概要 

○ 高岡市景観計画の運用 

○ 景観計画の活用に向けて 

平成 20年 8月 27日 第７回 景観計画策定委員会 

○ これまでの経緯 

○ パブリックコメント、市民・事業者意見の概

要と対応方針 

○ 重点地区設定に向けた今後の対応 

○ 景観計画策定後の運用 
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開催・実施日 開催・実施事項 主な検討内容等 

平成 20年 10月 関係機関への説明 
○ 富山県建築住宅課、高岡土木センター、富山

河川国道事務所に説明 

平成 20年 11月４日 
パブリックコメント及び住民説明

会などの結果 

○ 市の考え方をホームページに公開 

〔景観法第 9条第 1項〕 

平成 20年 12月 22日 高岡市都市計画審議会 ○ 高岡市景観計画（案）の説明 

平成 21年 1月 15日 第８回 景観計画策定委員会 

○ 高岡市景観計画（案） 

○ 高岡市景観計画に基づく景観条例の主な改正

内容 

平成 21年 1月 20日 高岡市町並み保存・都市景観審議会 ○ 高岡市景観計画（案） 

平成 21年 2月 20日 高岡市都市計画審議会 

○ 高岡市景観計画（案）の意見聴取 

原案どおり承認 （高都審第８号） 

〔景観法第 9条第２項〕 

平成 21年 3月 24日 
高岡市景観計画を定めた旨の告示、

公衆の縦覧 

○ 高岡市告示都計第 95号〔景観法第 9条第６項〕 

施行日 平成 21年 10月 1日 

平成 21年 3月 24日 
「高岡市町並み保存・都市景観形成

に関する条例」の公布 

○ 自主条例を法委任条例に全部改正 

（条例第 17号） 

施行日 平成 21年 10月 1日 

平成 21年 10月 1日 
「高岡市町並み保存・都市景観形成 

に関する条例施行規則」の公布 

○ 施行規則の全部改正（規則第 38 号） 

施行日 平成 21 年 10 月 1 日 

平成 21年 10月 21日 高岡市町並み保存・都市景観審議会 ○ 高岡市景観計画変更（案） 

平成 21年 10月 22日 高岡市都市計画審議会の意見聴取 ○ 高岡市景観計画変更（案） 

平成 21年 11月 2日 
高岡市景観計画変更の告示、公衆の 

縦覧 

○ 高岡市告示第247 号〔景観法第9 条第８項〕 

変更内容：景観形成重点地区の指定 

（池の端通り地区、旧北陸街道福岡地区） 

施行日 平成 22 年 1 月 1 日 

平成 22年 5月 31日 景観部会の設置 
○ 景観法に基づく建築物等の届出（景観法 16

条、17条）に関する専門審査の実施 

平成 27年 12月 22日 高岡市町並み保存・都市景観審議会 
○ 景観計画の変更の内容、景観部会で審議する

旨了承、スケジュール 

平成 28年２月 1０日 第１回 景観部会 ○ 経緯・目的や課題の整理 

平成 28年４月２７日 第２回 景観部会 ○ 他都市事例等の調査、過去の実績の整理 

平成 28年６月６日 第３回 景観部会 ○ 景観づくり基準 

平成 28年６月２８日 第４回 景観部会 ○ 高岡市景観計画変更（素案） 

平成２８年８月２日 高岡市町並み保存・都市景観審議会 ○ 高岡市景観計画変更（素案） 

平成２８年９月８日～ 

平成 28年１０月７日 
パブリックコメント 高岡市景観計画（素案） 〔景観法第 9条第 1項〕 

平成２８年１０月４日 事業者説明会 

【事業者説明会】       〔景観法第 9条第 1項〕 

○ 高岡市景観計画の概要 

○ 高岡市景観計画の運用 

○ 景観計画の活用に向けて 
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開催・実施日 開催・実施事項 主な検討内容等 

平成２８年１０月２８日 第５回 景観部会 ○ 高岡市景観計画変更（案） 

平成２８年１１月２４日 高岡市町並み保存・都市景観審議会 ○ 高岡市景観計画変更（案）に関する意見聴取 

平成２８年１２月１５日 高岡市都市計画審議会 ○ 高岡市景観計画変更（案）の説明 

平成２９年２月６日 
高岡市景観計画変更の告示、公衆の 

縦覧 

○ 高岡市告示第 10 号〔景観法第 9 条第８項〕 

変更内容：行為の制限に関する事項の変更 

施行日 平成２９年４月１日 

平成 29年 2月 6日 
「高岡市町並み保存・都市景観形成 

に関する条例施行規則」の改正 

○ 施行規則の一部改正（規則第 2 号） 

施行日 平成 2９年４月１日 

令和２年４月 

関係協議会への説明 

（池の端通り景観形成推進協議会、 

福岡くらしっく街道の会） 

○ 景観づくりの基準見直しについて説明 

令和２年５月８日 第１回 景観部会 
○ 景観形成重点地区における景観づくりの基準

の見直しにかかる経緯、基準内容の検討 

令和２年８月４日 第２回 景観部会 ○基準内容の検討 

令和２年 9月 1日 

関係協議会への説明 

（池の端通り景観形成推進協議会、 

福岡くらしっく街道の会） 

○ 景観づくりの基準の見直し内容について説明 

令和２年 9月 7日～ 

令和２年９月 30日 
パブリックコメント 

○ 高岡市景観計画の変更（素案） 

〔景観法第 9 条第 1項〕 

令和２年 10月 13日 第３回 景観部会 ○ 高岡市景観計画の変更（素案） 

令和３年１月２７日 高岡市都市計画審議会 
○ 高岡市景観計画の一部変更に係る意見聴取に

ついて 

令和３年２月５日 高岡市町並み保存・都市景観審議会 ○ 高岡市景観計画変更（案）に関する意見聴取 

令和３年３月１日 
高岡市景観計画変更の告示、公衆の

縦覧 

○ 高岡市告示第 39号（景観法第 9条第８項） 

 変更内容：景観形成重点地区内における景観づ

くりの基準の変更 

施行日 令和３年４月１日 
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